
中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開
|
成
実
浬
繋
学
の
研
錆
か
ら
地
論
へ
|

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
成
実
浬
繋
川
町
の
研
鐘
か
ら
、
地
論
学
派
の
浄
影
寺
鶴
一
蓬
(
五
一
一
一
一
一
|

五
九
二
)
撰
『
大
乗
義
章
』
ま
で
、
金
剛
心
義
(
金
剛
三
味
ま
た
は
金
剛
喰
勧
)

の
理
解
が
い
か
に
発
展
し
た
の
か
と
い
う
一
側
面
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
金
剛
心
義
を
扱
う
上
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
金
剛
三
味
に
入
る
段

階
、
す
な
わ
ち
金
剛
心
位
は
普
薩
で
あ
る
か
仏
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
に
つ
い

て
で
あ
る
。
そ
れ
が
大
乗
仏
教
の
修
道
論
の
一
端
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
中
国
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
の
諸
学
派
・
諸
師
に
と
っ
て
は

③
 

必
須
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
南
北
朝
の
金
剛
心
義

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
い
の
で
あ
旬
。

中
国
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
地
論
教
学
に
先
行
す
る
『
大
般
浬
襲
経
』
と

『
成
実
論
』
な
ど
を
共
に
研
錯
す
る
諸
師
の
教
学
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が

⑤
 

多
い
。
本
稿
で
扱
う
宋
・
斉
時
代
に
活
躍
し
た
天
安
寺
僧
鍾
(
四
三
O
|
四
八

九
)
や
上
定
林
寺
僧
柔
(
四
=
二
|
四
九
四
)
な
ど
の
諸
師
の
著
述
や
講
義
記

録
な
ど
が
ほ
ぼ
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
教
学
の
全
体
像
は
ま
だ
描
か
れ

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

貌

嚢

て
い
な
い
。
ま
た
、
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
と
そ
の
『
続
併
の
よ
う
な

入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
地
論
文
献
の
翻
刻
・
整
理
は
行
わ
れ
た
が
、
内
容
の
考
察

⑦
 

は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
の
余
地
が
多
大
に
あ
る
。
こ
の
論
文
で

は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
そ
の
全
て
の
文
献
に
対
す
る
十
分
な
検
討
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
①
南
地
の
文
献
と
し
て
、
成
実
浬
襲
学
の
敦
埠
文
献

羽
二
七
一
『
不
知
題
仏
経
義
記
』
(
擬
題
、
以
下
『
義
記
』
と
略
称
す
何
)
、
②
北

地
の
文
献
と
し
て
、
北
貌
洛
陽
期
(
四
九
三
1
五
三
四
)
の
地
論
文
献
P
二
九

O
八
『
教
理
集
成
文
献
』
(
擬
題
)
、
③
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
を
用
い
、
金
剛

心
義
の
展
開
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
断
惑
証
理
(
煩
悩
を
断
伏
し
真
理
を
見
極
め

る
)
の
修
道
論
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
南
地
の
『
義
記
』
に
は
僧
鍾
と
僧
柔
と
い
う
こ
師
の
「
金
剛
心
義
」
講
義

録
が
あ
る
。
一
方
、
②
北
地
の

P
二
九
O
八
に
も
金
剛
心
義
の
章
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
池
田
将
則
氏
は
、
②
北
地
の
P
二
九
O
八
の
内
容
に
は
『
大
般
浬
繋

経
集
解
』
(
大
正
三
七
所
収
、
一
七
六
三
番
)
に
集
成
さ
れ
て
い
る
南
地
系
の

③
 

『
浬
襲
経
』
教
理
学
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
②
北

地
の
P
二
九

O
八
に
取
り
入
れ
た
南
地
教
学
が
①
南
地
の
『
義
記
』
に
も
あ
る



と
考
え
て
い
旬
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地

の
P
二
九
O
八
と
の
金
剛
心
義
の
比
較
を
通
し
て
、
北
地
の

P
二
九
O
八
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
具
体
的
な
南
地
教
学
の
要
素
を
提
示
す
る
。
次
に
③
『
大
乗
義

章
』
の
金
剛
心
義
を
抽
出
し
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の

P
二
九
O
八

の
内
容
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
、
③
『
大
乗
義
章
』
に
至
る
ま
で
の
金
剛
心
義

の
形
成
と
変
容
も
把
握
で
き
よ
う
。

二
、
南
北
両
地
を
繋
ぐ
金
剛
心
義

ま
ず
は
、
前
提
と
し
て
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の

P
二
九
O
八
の
金

剛
心
義
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
①
南
地
の
『
義
記
』
巻
第
四
に
は
「
天
安
僧

鍾
法
師
解
金
剛
心
義
」
と
「
上
定
林
僧
柔
法
師
解
金
剛
心
義
」
と
が
あ
る
。
内

容
は
講
師
の
講
義
部
分
と
問
答
部
分
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
者
は
僧
鍾

が
講
師
で
あ
り
、
問
者
は
南
澗
寺
慧
隆
、
霊
基
寺
曇
繊
、
天
安
寺
僧
表
の
三
師

で
あ
る
。
後
者
は
僧
柔
が
講
師
で
あ
り
、
問
者
は
常
楽
寺
慧
珍
、
冶
城
寺
智
順
、

⑬
 

冶
城
寺
智
秀
、
霊
曜
寺
僧
盛
、
霊
曜
寺
慧
令
、
治
城
寺
光
泰
の
六
師
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
講
師
で
あ
る
僧
鍾
と
僧
柔
に
つ
い
て
触
れ
る
。

僧
鍾
に
つ
い
て
は
、
『
高
僧
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

鍾
妙
善
『
成
実
』
『
三
論
』
『
浬
繋
』
『
十
地
』
等
。
後
南
遊
京
邑
止
子
中

興
寺
。

(
大
正
五
0
・
三
七
五
下
)

こ
れ
を
見
る
と
、
僧
鍾
は
『
成
実
論
』
『
三
論
』
『
大
般
浬
繋
経
』
『
十
地
経
』

(
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
経
』
)
な
ど
を
得
意
と
し
て
、
後
に
南
の
都
(
建
康
)
に
遊

学
し
、
中
興
寺
に
住
し
均
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
僧
鍾
伝
に
天
安
寺
の
記

述
が
見
ら
れ
な
い
。
実
は
『
高
僧
伝
』
巻
七
義
解
四
「
釈
道
温
伝
」
(
大
正
五

0
・
三
七
二
中
|
下
)
に
は
、
大
明
四
年
(
四
六
O
)
、
中
興
寺
を
天
安
寺
と
改

名
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
旬
。
し
た
が
っ
て
、
四
六
O
年
以
後
に
僧
鍾
は

天
安
寺
僧
鍾
と
い
う
肩
書
で
金
剛
心
義
を
講
義
し
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
上
定
林
寺
僧
柔
に
関
し
て
は
、
『
高
僧
伝
』
巻
八
「
義
解
五
」
(
大
正
五

0
・
三
七
八
下
)
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
智
顛
説
『
妙
法
蓮
華

⑬
 

経
玄
義
』
に
は
、
僧
柔
・
慧
次
二
師
の
五
時
教
判
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
僧
柔
と
慧
次
は
寛
陵
王
粛
子
良
の
命
令
に
応
じ

⑮
 

『
成
実
論
』
を
講
義
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
②
北
地
の

P
二
九
O
八
に
つ
い
て
で
あ
る
。
文
献
の
撰
述
者
は
不

明
で
あ
る
が
、
北
貌
洛
陽
期
(
四
九
三
1
五
三
四
)
の
地
論
文
献
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
内
容
に
は
金
剛
心
義
・
四
依
義
・
五
住
地
惑
義
な
ど
の
各
章
が
立
て
⑬
 

ら
れ
た
。
主
に
『
浬
繋
経
』
『
成
実
論
』
『
勝
霊
経
』
の
基
づ
く
主
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
北
地
の
成
実
浬
般
市
学
も
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
金
剛
心
義
は

章
(
金
剛
心
義
の
定
義
)
と
釈
(
無
惑
金
剛
・
有
惑
金
剛
)
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
金
剛
心
に
つ
い
て
は
金
剛
心
義
の
み
な
ら
ず
、
四
依
義
と
相
続
義
に
も

論
じ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
金
剛
心
義
・
四
依
義
・
相
続
義
は
断
惑
証
理
の

修
道
論
を
構
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
論
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
四
依
義
は
南
本

『
大
般
浬
繋
経
』
「
四
依
品
」
に
基
づ
く
因
果
(
須
陀
湿
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿

⑫
 

羅
漢
)
と
、
菩
薩
の
十
地
と
の
関
係
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
相
続
義
は
菩
薩
修



行
の
各
段
階
に
お
い
て
煩
悩
を
断
伏
し
、
真
理
を
見
極
め
、
無
漏
智
を
積
み
重

ね
て
、
無
明
衆
生
か
ら
大
明
種
智
へ
転
換
す
る
と
い
う
成
仏
論
で
あ
旬
。

さ
て
、
南
北
両
地
を
繋
ぐ
金
剛
心
義
の
共
通
点
に
つ
い
て
二
点
か
ら
検
討
す

る
。
一
点
目
は
最
後
の
学
心
を
金
剛
心
と
み
な
す
見
解
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
南

地
の
『
義
記
』
の
僧
鍾
説
と
僧
柔
説
を
確
認
す
る
。

僧
鍾
説
一
夫
金
剛
心
者
、
蓋
是
十
地
之
終
極
、
窮
学
之
明
解
也
。
将
顕
之

有
擢
累
之
功
、
故
寄
金
剛
為
其
名
也
。
此
心
者
、
体
有
進
求
謂
之
為
学
、

性
是
知
慮
名
之
為
心
、
在
境
不
乱
称
之
為
定
、
有
所
決
了
亦
謂
之
智
。
既

是
窮
学
之
照
起
則
符
理
、
以
与
理
冥
符
故
、
能
感
智
貴
之
。
有
感
種
智
尽

累
之
功
故
、
取
金
剛
能
擢
之
義
、
寄
目
其
体
為
金
剛
心
也
。
(
羽
二
七
一
・
二

O
)

傍
線
部
の
要
点
は
、
金
剛
心
は
十
地
の
終
極
(
最
後
の
極
ま
る
段
階
)
で
あ

り
、
学
を
窮
め
る
明
解
(
智
輯
き
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
切
種
智
を
感
得
し

累
(
煩
悩
)
を
尽
く
す
は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら
、
金
剛
の
能
擢
(
煩
悩
を
破
砕

す
る
は
た
ら
き
)
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
心
体
を
金
剛
心
と
名
付
け
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
金
剛
心
が
十
地
の
終
極
で
あ
る
点
と
、
金
剛
の
「
能
擢
」

の
義
を
煩
悩
の
除
去
す
る
は
た
ら
き
に
喰
え
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
僧
柔
も

閉
じ
見
解
を
提
唱
し
て
い
る
。

僧
柔
説
一
夫
聖
解
虚
徴
、
渉
用
難
弁
、
故
寄
之
近
事
、
以
彰
其
美
。
金
剛

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

者
為
物
堅
説
、
能
不
擢
故
、
借
畔
菩
薩
最
後
学
心
治
惑
之
功
也
。

(
羽
二
七
一
・
一
一
一
)

傍
線
部
は
、
金
剛
の
堅
さ
の
書
除
(
能
不
擢
)
を
用
い
て
、
最
後
の
学
心
を

煩
悩
除
去
の
は
た
ら
き
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
金
剛
心
が
菩
薩
の

最
後
の
学
心
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
注
意
す
べ
き
は
、
僧
柔
と
冶
城
寺
智
順
と

の
問
答
で
は
「
金
剛
是
一
念
」
(
羽
二
七
一
・
一
一
一
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
金
剛
心
は
最
後
の
学
心
の
一
念
と
み

な
し
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
②
北
地
の

P
二
九
O
八
の
金
剛
心
義
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

前
略
・
:
。
観
空
正
解
、
能
斬
煩
悩
、
惑
不
能
温
、
故
称
金
剛
。

a
部
球
部

耐
雫
儒
鉛
献
鋭
部
っ
援
態
蝋
戒
↓
川
勺
桜
山
鶴
哉
ち
封
献
阪
都
起
銭
づ

器
管
ミ
部
嬬
円
同
号
婦
戒
厳
者
1
匙
鉱
脈
難
。
若
爾
、
b
引
開
凶
劇

学
地
終
心
、
制
金
剛
之
名
者
、
為
欲
引
於
下
流
、
使
自
不
絶
。
以
是
義
故
、

就
十
地
最
後
一
念
解
心
、
作
金
剛
名
。

然
金
剛
之
名
、
就
職
為
況
云
何
。
世
之
金
剛
、
有
其
二
義
。
一
、
能
擢
外

⑮

|
|
I
l
l
i
-
-
-

物
、
而
体
無
損
。
二
、
沙
喋
不
擬
、
徹
到
金
剛
方
止
。

C

此
之
最
後
学
心
、

刑
制
ゴ
劃
叶
」
剖
紺
剛
割
倒
1
別
利
割
出
。
d
ゴ
載
脳
必
所
録
湾
総
識
械

出
隙
蝋
断
。
具
此
二
義
、
故
称
金
剛
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
七
一
一
一
|
一
七
四
頁
)



冒
頭
で
は
、
空
を
観
ず
る
正
解
(
智
慧
)
は
よ
く
煩
悩
を
断
ち
切
り
、
惑
に

よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
金
剛
と
称
す
る
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

傍
線
部
の
要
点
は
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

b
、
学
地
の
終
心
を
金
剛
の
名
と

制
す
る
と
い
う
の
は
、
下
流
の
衆
生
(
機
根
の
低
い
翻
)
を
導
き
、
仏
道
を
途

絶
さ
せ
な
い
た
め
、
十
地
の
最
後
、
一
念
の
解
心
を
金
剛
と
名
付
け
る
。

c
、

金
剛
は
最
後
の
学
心
で
あ
り
、
煩
悩
を
除
去
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
後
の
学
心
の
一
念
が
金
剛
心
で
あ
る
と
い
う
点
、
金
剛
の

比
轍
を
用
い
て
煩
悩
を
除
去
す
る
金
剛
心
の
は
た
ら
き
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、
南
地
の
『
義
記
』
と
北
地
の
P
二
九

O
八
の
見
解
は
一
致
し
て

い
る
と
知
ら
れ
よ
う
。
後
述
す
る
が
、
『
大
乗
義
章
』
に
も
大
乗
説
と
し
て
理

を
き
わ
め
る
十
地
の
最
後
一
念
が
金
剛
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う

わ
け
で
、
最
後
の
一
念
と
い
う
金
剛
心
説
の
素
地
は
南
地
の
成
実
浬
襲
学
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
、
波
線
部
は
南
地
の
金
剛
心
義
よ
り
進
展
し
た
内
容
で
あ
る
。
そ
の
大

意
を
要
約
す
れ
ば

a
、
理
と
し
て
い
え
ば
、
知
来
(
果
地
)
の
み
を
金
剛
と
呼

ぶ
、
そ
の
こ
と
は
『
勝
量
経
』
の
「
金
剛
聡
と
い
う
は
、
第
一
義
智
で
あ
る
」

(
大
正
=
了
二
二
一
上
)
と
、
『
浬
繋
経
』
の
「
加
来
身
と
い
う
は
、
金
剛
身

で
あ
る
」
(
大
正
二
一
・
三
八
三
中
)
と
い
う
二
文
を
根
拠
と
す
る
。
波
線
部
d

は
、
金
剛
心
の
観
ず
る
所
は
初
住
(
十
住
の
第
一
段
階
で
あ
る
初
発
心
住
、
園

地
)
の
観
ず
る
所
に
も
通
達
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
剛
心
位
は
十
地
の
最
後
の
学
心
で
あ
る
と
い
う
一
説

か
ら
、
金
剛
心
位
は
如
来
(
円
満
の
仏
呆
)
や
初
発
心
住
(
十
住
の
最
初
段
階
)

四

で
あ
る
と
い
う
二
説
を
加
え
た
三
説
と
な
る
。

南
北
両
地
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
共
通
点
の
二
点
目
は
金
剛
が
有
惑
で
あ
る

か
無
惑
で
あ
る
か
(
金
剛
心
に
除
去
さ
れ
て
い
な
い
煩
悩
が
あ
る
か
ど
う
か
)
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理
学
に
基
づ
い
て
い
る
と
論
証

し
た
い
。
①
南
地
の
『
義
記
』
に
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

南
澗
慧
隆
問
日
、
金
剛
為
理
必
以
能
擢
為
義
。
而
言
有
闇
未
尽
、
仏
智
方

除
者
、
便
是
有
所
未
握
、
何
得
謂
之
為
金
剛
也
。
〔
僧
鍾
〕
答
日
、
難
有

闇
未
尽
、
而
是
除
累
故
得
為
能
擢
也
。

(
羽
二
七
一
・
一
一
O
)

慧
隆
は
、
「
理
と
し
て
、
金
剛
は
煩
悩
を
除
去
す
る
は
た
ら
き
を
意
味
す
る

が
、
金
剛
心
に
も
滅
尽
さ
れ
な
い
聞
が
あ
り
、
仏
智
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
な

ら
ば
、
ど
う
し
て
金
剛
と
い
え
る
の
か
」
と
問
う
て
い
る
。
そ
こ
で
僧
鍾
は
、

「
滅
尽
さ
れ
な
い
聞
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
累
を
除
去
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る

た
め
能
擢
の
義
と
な
る
」
と
答
え
る
。
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
問
答
の
二
者

は
共
に
金
剛
心
に
聞
、
い
わ
ゆ
る
仏
智
で
滅
尽
す
る
煩
悩
が
残
る
と
い
う
。
こ

こ
で
は
、
金
剛
と
仏
智
の
そ
れ
ぞ
れ
が
断
ち
切
る
煩
悩
を
累
と
闇
と
い
う
区
別

を
付
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
「
金
剛
心
義
」
で
は
金
剛
心

で
断
ち
切
る
煩
悩
の
説
明
が
明
瞭
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
文
献
の
巻
二

「
中
寺
法
安
法
師
解
十
地
義
」
の
霊
味
寺
宝
亮
(
問
者
)
と
法
安
(
答
者
)
の
問

答
が
参
考
に
な
る
。



又
問
、
若
以
根
本
未
尽
枝
条
猶
起
者
、
則
金
剛
心
時
、
「
称
起
」
方
尽
耳
。

答
日
、
如
彼
波
依
水
、
必
在
洋
溢
之
時
。
川
掲
池
酒
、
難
地
中
余
課
、
不

能
起
浪
。
人
地
以
上
、
難
有
無
智

(
H
知
)
、
事
同
地
課
、
不
復
能
生

「
称
起
」
之
惑
。
故
金
剛
心
時
、
無
復
可
断
也
。

(
羽
二
七
一
・
一
一
)

@
 

法
安
の
寸
十
地
義
」
に
説
く
煩
悩
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
論
じ
た
。

法
安
は
、
『
勝
霊
経
』
に
説
か
れ
る
見
一
処
住
地
・
欲
愛
住
地
・
色
愛
住
地
・

有
愛
住
地
の
四
住
地
惑
を
称
起
(
現
行
の
煩
悩
、
心
と
結
合
し
て
い
な
い
煩
悩
)

と
み
な
し
、
無
明
住
地
惑
(
無
知
)
を
性
障
(
本
性
と
し
て
の
障
、
心
と
結
合
す

る
煩
悩
)
と
み
な
し
て
い
る
。
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
第
八
地
(
不
動
地
)

以
上
に
は
、
無
知
(
日
無
明
住
地
)
が
残
っ
て
も
湿
気
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

称
起

(
H
浪
の
よ
う
な
四
住
地
惑
)
が
生
じ
な
い
の
で
、
金
剛
心
に
は
断
ず
る

べ
き
惑
が
も
う
な
い
と
説
明
で
き
る
。

法
安
は
、
①
南
地
の
『
義
記
』
巻
一
「
天
安
僧
鍾
法
師
解
法
身
義
」
の
講
義

に
問
者
と
し
て
登
場
し
、
僧
鍾
(
答
者
)
と
直
接
交
流
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

句
。
し
た
が
っ
て
、
法
安
の
説
い
た
煩
悩
論
が
僧
鍾
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
僧
鍾
の
い
う
「
除
累
」
が
称
起

(
H
四
住
地
惑
)

を
除
去
し
、
残
る
聞
が
無
明
住
地
惑
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
治
城
寺
智
順
(
問
者
)
と
僧
柔
(
答
者
)
は
次
の
よ
う
に
問
答
し

て
い
る
。又

問
、
金
剛
心
時
、
有
惑
不
也
。
若
解
時
無
惑
、
則
不
得
無
功
。
若
解
時

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

有
惑
、
則
解
不
滅
惑
、
不
治
道
也
。
答
日
、
言
解
時
有
惑
者
、
乃
是
成
就

過
去
・
未
来
、
不
並
有
也
。

又
問
、
若
成
就
過
去
未
来
為
有
者
、
則
未
解
時
有
惑
、
解
時
亦
有
之
。
既

二
時
倶
有
、
云
何
以
此
解
為
治
道
也
、
答
日
、
故
是
相
続
中
得
有
治
惑
力
、

非
解
生
時
也
。

(
羽
二
七
一
-
一
一
一
一
)

智
順
は
「
金
剛
心
の
時
に
惑
が
あ
る
か
ど
う
か
」
を
問
う
て
い
る
。
そ
れ
は

も
し
解
の
時
に
惑
が
な
け
れ
ば
、
煩
悩
を
対
治
す
る
は
た
ら
き
が
な
い
こ
と
に

な
り
、
も
し
解
の
時
に
惑
が
あ
れ
ば
、
煩
悩
の
対
治
は
治
道
で
な
い
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
僧
柔
は
、
「
過
去
と
未
来
そ
れ
ぞ
れ
を
成
就

す
る
惑
は
同
時
に
は
存
在
し
な
い
(
不
並
有
)
か
ら
、
矛
盾
は
生
じ
な
い
」
と

答
え
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
僧
柔
は
過
去
を
成
就
す
る
煩
悩
を
異
体
障
と
し
、

了
せ
ず
所
が
あ
る
道
心
を
妨
げ
る
煩
悩
を
同
体
障
と
す
る
と
い
う
、
無
漏
道
の

③
 

二
種
の
累
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
同
体
障
・
異
体
障

は
後
の
地
論
文
献
P
二
九

O
八
に
述
べ
る
即
心
の
惑

(
H
肉
体
惑
H

無
明
住

地
)
・
異
心
の
惑
(
四
住
地
惑
)
と
同
一
視
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
詳
細
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
心
に
同
体
と
異
体
の
煩
悩
の
使
い
分
け
は
、

②
北
地
の

P
二
九

O
八
に
先
行
す
る
見
解
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

問
答
の
続
き
は
、
「
過
去
と
未
来
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
惑
が
あ
る
な
ら
ば
、

既
に
未
解
と
解
の
二
つ
の
時
に
惑
が
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
解
を
治
道
と
す
る

の
か
L

と
の
聞
い
に
対
し
て
、
「
相
続
の
中
で
惑
を
対
治
す
る
力
を
得
る
の
で

あ
り
、
解
の
時
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
相
続
に
つ
い
て
は
後

五



述
す
る
が
、
僧
柔
説
は
解
(
智
慧
)
と
惑
(
煩
悩
)
が
心
に
同
時
に
存
在
す
る

こ
と
を
認
め
る
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
、
②
北
地
の

P
二
九
O
八
は
有
惑
金
剛
と
無
球
ω
金
剛
の
二
説
を
論
じ
て

い
る
。

閣
閣
制
剛
園
、
即
体
照
理
辺
、
名
之
為
解
、
朴
境
不
違
、
即
体
是
惑
。
劃

故
一
念
金
剛
、
体
亦
解
亦
惑
。
是
故
此
即
体
之
惑
、
敵
対
相
当
、
正
障
金

剛
。
遠
而
言
之
、
亦
障
種
智
。
是
以
用
金
剛
為
無
擬
道
、
種
智
為
解
脱
道
。

無
擬
解
脱
、
相
続
不
断
、
共
除
金
剛
心
中
同
体
惑
。
是
以
経
云
、
双
道
減

結
、
大
仙
之
所
説
。
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
七
五
頁
)

傍
線
部
は
、
一
念
の
金
剛
に
は
解
も
あ
り
惑
も
あ
る
と
い
い
、
即
体
の
惑

@
 

(
無
明
住
地
、
心
と
結
合
す
る
煩
悩
)
は
金
剛
を
妨
げ
て
、
一
切
種
智
の
生
起
さ

え
も
妨
げ
て
い
る
と
示
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
二
重
傍
線
部
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
金
剛
心
を
無
擬
道
と
し
、
一
切
種
智
を
解
脱
道
と
み
な
し
て
い
る
。

無
擬
道
と
解
脱
道
は
相
続
し
て
断
つ
こ
と
が
な
く
、
共
に
金
剛
心
の
中
の
同
体

惑
(
即
心
の
惑
)
を
除
去
す
る
。
だ
か
ら
『
経
』
に
「
双
道
は
結
を
滅
す
る
と

い
う
は
大
仙
の
説
く
所
な
り
」
と
い
う
。

実
は
①
南
地
の
『
義
記
』
に
も
同
じ
見
解
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
冶
城
寺
智

秀
と
僧
柔
と
の
問
答
で
あ
る
。

⑧
 

又
問
、
若
実
法
之
中
不
弁
有
能
断
之
功
、
就
仮
名
相
続
説
有
功
者
、
無
関

ムノ、

解
脱
、
亦
就
相
続
仮
名
説
為
無
関
、
為
解
脱
也
。
答
日
、
知
是
。

又
問
、
若
無
閥
解
脱
、
亦
就
相
続
説
者
、
何
故
名
金
剛
為
無
関
、
種
智
為

解
脱
也
。
答
目
、
此
就
無
関
因
縁
中
説
名
無
関
、
解
脱
因
縁
中
説
為

⑧
 

〔
解
〕
脱
也
。

又
問
、
無
関
道
力
、
解
脱
道
力
、
其
功
各
異
不
。
答
日
、
亦
得
言
異
。

(
羽
二
七
一
・
一
一
一
一
)

二
重
傍
線
部
は
、
無
磁
道
と
解
脱
道
を
相
続
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て

金
剛
を
無
擬
道
と
し
、
一
切
種
智
を
解
脱
道
と
す
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
②

北
地
の

P
二
九
O
八
の
有
惑
金
剛
と
の
一
致
性
が
窺
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
南
地
で
は
僧
伽
蹴
摩
訳
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
(
四
三
四
年
訳
)
が

②
 

あ
っ
た
の
で
、
僧
柔
た
ち
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理
学
書
に
接
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
な
お
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
「
賢
聖
品
」
に
は
、
双
道
滅
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

謂
彼
双
道
滅
、
世
尊
之
所
説
者
。
此
三
界
煩
悩
当
知
無
磁
解
脱
道
滅
。
無

擬
道
能
断
煩
悩
。
得
解
脱
道
得
解
脱
証
。
無
醗
道
断
煩
悩
、
解
脱
道
不
失

所

作

、

故

説

双

道

滅

。

(

大

正

二

人

・

九

一

一

一

一

中

)

傍
線
部
の
示
し
た
よ
う
に
、
無
擬
道
は
煩
悩
を
断
じ
、
解
脱
道
は
そ
の
所
作

⑧
 

を
失
わ
な
い
の
で
双
道
滅
と
い
う
。

さ
ら
に
、
『
雑
阿
見
曇
心
論
』
に
は
金
剛
と
最
後
の
学
心
も
説
か
れ
て
い
る
。



金
剛
聡
四
禅
是
名
為
漏
尽
者
。
金
剛
聡
定
名
最
後
学
心
相
応
。

(
大
正
二
八
・
九
三
七
中
)

傍
線
部
は
金
剛
聡
定
(
金
剛
三
味
)
が
最
後
の
学
心
に
相
応
す
る
と
説
い
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の
P
二
九
O
八
の
金
剛

心
義
は
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理
学
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
六
世
紀
の
半
ば
頃
ま
で
は
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
と
『
成
実
論
』
は
小
乗
の

⑧
 

論
書
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
述
の
『
大
乗
義
章
』
に
は
、

成
実
説
、
毘
曇
説
及
び
大
乗
説
を
取
り
上
げ
て
、
大
小
乗
の
金
剛
心
を
区
別
す

る
よ
う
に
な
る
。

金
剛
心
が
有
惑
か
無
惑
か
に
つ
い
て
は
、
①
南
地
の
『
義
記
』
の
僧
鍾
・
僧

柔
の
二
師
は
有
惑
説
に
偏
る
と
い
っ
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
②
北
地
の

P
二
九

⑩
 

O
入
は
無
惑
と
有
惑
の
二
説
を
並
べ
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
①
南
地
の

『
義
記
』
よ
り
発
展
し
た
見
解
は
、
②
北
地
の
P
二
九

O
八
に
説
く
初
発
心
住

の
金
剛
心
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

又
復
一
解
、
未
免
生
故
、
劣
於
種
智
。
以
此
義
推
、
障
金
剛
之
惑
、
用
金

剛
前
心
除
、
乃
至
障
初
住
之
惑
、
用
前
解
行
終
心
伏
断
。
若
爾
者
、
金
剛

心
中
、
寛
無
闇
可
断
。

又
解
、
体
雄
無
闇
。
本
凡
夫
時
、
曾
有
障
種
智
之
惑
、
是
故
金
剛
心
乃
断
。

乃
至
初
住
解
空
之
心
、
尚
無
惑
可
断
。
所
以
然
、
欲
明
解
中
無
惑
、
解
惑

不
並
。
而
所
以
言
空
心
断
結
者
、
此
乃
断
凡
夫
時
所
起
異
心
之
惑
。
初
住

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

空
心
、
尚
無
其
惑
。
況
復
二
住
以
上
、
乃
至
金
剛
、
空
解
而
有
惑
也
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
七
五
頁
)

要
約
す
れ
ば
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
一
つ
は
、
金
剛
が
ま
だ
受
生
(
輪
廻
)

か
ら
脱
し
て
い
な
い
の
で
一
切
種
智
よ
り
劣
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

⑪
 

金
剛
を
妨
げ
る
惑
を
金
剛
の
前
心
で
除
去
し
、
初
住
を
妨
げ
る
惑
を
解
行
の
終

心
で
断
ち
切
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
十
地
の
金
剛
心
に
断
じ
る
聞
が
な
い
と
い

う
。
も
う
一
つ
は
、
金
剛
心
の
体
に
聞
が
な
い
と
い
う
も
の
の
、
元
々
凡
夫
の

時
、
曾
て
過
去
に
一
切
種
智
を
妨
げ
る
惑
が
あ
っ
た
、
今
の
金
剛
心
は
そ
れ
を

断
ち
切
る
。
そ
れ
に
初
住
の
空
を
知
見
す
る
心
と
な
り
、
な
お
さ
ら
断
ず
べ
き

惑
が
な
い
。
空
を
知
見
す
る
心
で
断
結
す
る
と
い
う
の
は
、
凡
夫
の
時
に
生
起

し
た
異
心
の
惑
(
四
住
地
動
)
を
断
ち
切
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
初
住
に
お

い
て
空
を
知
見
す
る
心
に
は
惑
も
な
い
の
で
、
十
住
の
第
二
住
か
ら
(
十
行
・

十
廻
向
・
十
地
を
経
河
)
金
剛
心
に
惑
が
あ
る
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
初
住
で
空
を
知
見
す
る
こ
と
と
、
金
剛
心
で
断
ち
切
る
惑
が
過

去
の
凡
夫
の
時
に
有
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
点
に
、
六
十
巻
『
華
厳

経
』
(
仏
駄
駿
陀
羅
訳
)
に
説
く
「
初
発
心
時
、
便
成
正
覚
」
と
い
う
理
解
が
秘

@
 

め
ら
れ
て
い
る
。
金
剛
心
義
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

P
二
九
O
八
の
相

続
義
(
二
)
に
は
、
寸
菩
薩
爾
時
入
金
剛
三
昧
、
此
食
消
己
、
即
見
仏
性
、
成

無
上
道
」
と
述
べ
る
。
こ
の
文
は
金
剛
三
味
(
金
剛
心
)
と
、
仏
性
を
見
る
こ

と
と
、
無
上
道
を
成
就
す
る
こ
と

(
H
成
仏
)
を
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金

七



剛
心
と
成
仏
と
を
結
び
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
惑
の
金
剛
と
な
る
初

発
心
住
は
既
に
仏
で
あ
る
と
想
定
で
き
よ
う
。

金
剛
心
の
行
位
に
は
、
十
地
の
最
後
の
学
心
、
初
発
心
住
、
仏
位
の
三
説
が

あ
る
。
で
は
最
後
の
学
心
の
行
位
は
何
か
。
同
文
献
の
四
依
義
で
は
無
垢
地
が

次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

a
所
以
名
無
垢
地
、
若
作
無
惑
解
、
断
五
住
地
惑
、
遁
年
都
尽
、
亦
就
所

除
制
名
、
名
無
垢
地
。
若
作
有
惑
解
、
所
以
名
b
無
垢
地
、
難
復
有
惑
、

此
将
尽
、
断
之
不
難
、
故
名
無
垢
地
。

C

此
無
垢
地
、
正
分
十
地
終
心
、

以
為
無
垢
。
入
地
、
住
地
、
制
此
二
心
、
以
為
法
雲
。
離
則
為
二
地
、
合

則
為
一
地
。

c
此
之
二
地
是
学
地
心
、
猶
有
生
滅
紛
動
。
但
紛
動
将
尽
、

与
寂
滅
境
相
隣
、
与
作
勝
名
、
故
名
寂
滅
忍
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
六
二
頁
)

こ
れ
は
華
厳
十
地
と
五
忍
と
の
解
説
に
お
け
る
、
寂
滅
忍
と
無
垢
地
の
説
明

で
あ
旬
。
要
点
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

a
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
す
な
わ
ち
五
住
地

惑
を
断
ち
切
る
の
で
無
惑
で
あ
る
。

b
、
有
惑
で
あ
っ
て
も
こ
の
惑
を
断
ち
切

る
の
は
難
し
く
な
い
。

c
、
無
垢
地
は
十
地
の
終
心
で
あ
り
、
第
十
地
の
法
雲

地
と
共
に
ま
だ
学
地
で
あ
り
、
寂
滅
の
境
地
(
仏
果
)
に
隣
接
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
金
剛
と
し
て
の
最
終
の
学
心
は
第
十
地
の
法
雲
地
よ
り
高
い
段
階
の
無

垢
地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
南
地
教
学
よ
り
発
展
し
た
見
解
で
あ

る
と
指
摘
で
き
る
。

J¥ 

以
上
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
北
地
の

P
二
九
O
八
の
金
剛
心
義
と
を
比
較

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
共
通
点
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

i
、
金
剛
の
比
喰
を
用
い
て
、
金
剛
心
の
煩
悩
を
除
去
す
る
は
た
ら
き
に
な

ぞ
ら
え
た
。

H
H
、
金
剛
心
に
ま
だ
除
去
さ
れ
て
い
な
い
惑
が
あ
る
と
認
め
た
。
だ
か
ら
こ

そ
金
剛
心
は
学
地
に
お
け
る
最
後
の
学
心
と
し
て
、
園
地
修
行
の
最
終

の
段
階
と
み
な
さ
れ
、
円
満
な
仏
果
よ
り
劣
る
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
。

…m
、
南
北
両
地
の
金
剛
心
義
は
、
無
擬
道
と
解
脱
道
の
双
道
滅
と
い
う
ア
ピ

ダ
ル
マ
教
理
学
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
方
で
は
、
①
南
地
の
『
義
記
』
よ
り
五
十
年
程
を
経
て
、
よ
り
発
展
し
た

②
北
地
の

P
二
九

O
八
の
金
剛
心
義
に
関
す
る
見
解
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-w
、
頓
悟
に
よ
る
無
惑
金
剛
と
漸
悟
に
よ
る
有
惑
金
剛
と
い
う
こ
説
が
立
て

ら
れ
た
。

v
、
P
二
九

O
八
の
金
剛
心
位
は
十
地
の
最
後
の
学
心
以
外
、
新
た
に
仏
果

(
如
来
)
と
初
発
心
住
と
無
垢
地
の
三
説
を
加
え
た
。
特
に
初
発
心
住

説
は
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
の
理
論
を
裏
付
け
る
。

-m
、
①
南
地
の
『
義
記
』
は
闇
・
惑
・
累
な
ど
の
煩
悩
の
同
義
語
を
用
い
て
、

金
剛
心
に
お
い
て
断
じ
る
煩
悩
(
間
)
と
金
剛
心
以
前
で
断
じ
る
煩
悩

(
累
)
の
区
別
を
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
は
非
常



に
暖
味
な
表
現
で
あ
っ
た
。
法
安
の
「
十
地
義
」
を
参
考
に
し
て
、
聞

が
無
明
住
地
惑
で
あ
り
、
累
が
四
住
地
惑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
②
北
地
の
P
二
九

O
八
は
即
心
の
惑
と
異
体
の
惑
を
用
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
無
明
住
地
惑
と
四
住
地
惑
に
相
当
し
、
金
剛
心
に
お
い
て
断

ち
切
る
煩
悩
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
明
瞭
に
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
南
北
両
地
を
繋
ぐ
金
剛
心
義
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
節

を
改
め
て
③
慧
遠
撰
『
大
乗
義
章
』
の
金
剛
心
義
を
見
て
み
よ
う
。

三
、
『
大
乗
義
章
』

の
金
剛
心
義

『
大
乗
義
章
』
は
、
慧
遠
が
そ
れ
以
前
の
仏
教
教
理
及
び
自
説
を
整
理
し
体

系
化
し
た
書
物
で
あ
り
、
仏
教
網
要
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
旬
。
『
大
乗
義
章
』

に
は
、
金
剛
三
味
義
(
大
正
四
四
・
六
三
七
下
!
六
四
一
上
)
と
い
う
項
目
が
立

て
ら
れ
、
釈
名
・
体
性
・
開
合
弁
相
・
就
位
分
別
・
有
惑
無
惑
の
五
つ
の
門

@
 

(
類
)
か
ら
金
剛
心
義
を
論
じ
て
い
る
。
中
で
も
毘
曇
説
・
成
実
説
・
大
乗
説

を
並
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
種
々
の
解
説
を
示
し
て
い
る
。
言
、
つ
ま

で
も
な
く
、
ま
だ
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の
P

二
九

O
入
(
北
貌
洛
陽
期
)
の
金
剛
心
義
と
を
比
較
す
る
と
、
③
『
大
乗
義
章
』

の
金
剛
心
義
は
よ
り
完
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
節
は
上
掲
し
た
①
②
の

金
剛
心
義
に
も
関
連
す
る
部
分
を
抽
出
し
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
五
門
の
金
剛
の
有
惑
と
無
惑
に
つ
い
て
、
引
用
さ
れ
た
成
実
説
を

検
討
す
る
。

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

成
実
法
中
、
亦
有
亦
無
。
彼
宗
金
剛
、
必
在
相
続
叫
実
一
念
中
無
断
紺
故
、

於
彼
続
中
始
起
之
時
、
見
理
未
明
、
細
闇
猶
在
、
得
言
有
惑
。
終
成
之
時
、

見
理
分
明
、
取
執
皆
尽
、
得
言
無
惑
。
又
復
不
同
昆
曇
法
中
所
断
惑
得
与

治
同
処
。
故
言
無
惑
。

(
大
正
四
四
・
六
四
O
上
)

冒
頭
の
「
成
実
法
」
と
「
彼
宗
」
は
成
実
論
師
説
と
理
解
し
て
も
よ
い
。
要

す
る
に
、
慧
遠
の
伝
え
た
成
実
論
師
説
は
金
剛
心
が
有
惑
・
無
惑
で
あ
る
と
い

う
二
説
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
断
惑
証
理
の
修
道
論
に
お

い
て
、
修
行
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
区
別
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
有
惑
説
と
無

惑
説
を
論
じ
る
根
拠
と
す
る
。
つ
ま
り
、
修
行
の
始
め
に
は
観
察
す
る
真
理
を

は
っ
き
り
と
見
極
め
て
い
な
い
の
で
有
惑
と
も
い
い
、
修
行
の
終
わ
り
に
は
観

察
す
る
真
理
を
は
っ
き
り
と
見
極
め
て
い
る
の
で
無
惑
と
い
う
と
述
べ
て
い
る
。

傍
線
部
は
、
成
実
の
教
え
で
は
金
剛
心
に
必
ず
相
続
が
あ
り
、
実
の
一
念
の
中

⑧
 

に
断
結
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
一
念
と
相
続
と
を
対
比
さ
せ
る
用
語
は
、
既

⑧
 

に
①
南
地
の
『
義
記
』
に
も
確
認
で
き
る
が
、
相
続
義
の
説
明
が
な
か
っ
た
の

で
、
こ
こ
で
は
②
北
地
の

P
二
九
O
八
の
相
続
義
を
参
考
に
す
る
。

P
二
九
O

人
に
お
い
て
は
、
三
章
に
わ
た
り
相
続
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
相
続
義

(
一
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

始
従
初
地
、
終
至
法
雲
、
修
十
地
無
漏
、
明
解
満
足
。
金
剛
心
逝
、
種
智

続
起
現
前
、
又
不
絶
前
、
故
名
相
続
。(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
一
一
一
四
頁
)

九



こ
れ
は
初
地
か
ら
第
十
地
の
法
雲
地
ま
で
の
十
段
階
に
お
い
て
、
無
漏
智
を

修
得
し
、
金
剛
心
が
消
滅
(
逝
)
す
る
と
、
一
切
種
智
が
続
け
て
生
起
し
現
れ

る
の
で
、
金
剛
心
以
前
の
無
漏
智
と
断
絶
し
な
い
か
ら
相
続
と
名
付
け
ら
れ
る

と
い
う
。
加
え
て
、
相
続
義
(
三
)
に
も
類
似
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

然
実
法
運
遷
、
無
得
無
証
。
因
円
果
就
、
必
拠
相
続
。
是
以
合
抱
之
樹
起

於
豪
端
。
莫
不
始
小
終
犬
、
初
浅
後
深
。
衆
生
修
行
、
其
致
亦
爾
。
要
須

久
積
妙
因
、
十
地
行
満
、
金
剛
心
謝
、
畢
常
顕
現
。
爾
乃
変
惑
成
智
、
転

識
為
解
。
是
以
『
経
』
言
、
衆
生
作
仏
、
仏
続
衆
生
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
六
九
頁
)

⑩
 

こ
れ
は
、
断
惑
証
理
の
十
地
修
行
(
因
)
と
仏
智
(
果
)
と
の
因
果
関
係
に

@
 

基
づ
い
て
、
相
続
の
義
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
実
法
が
運
遷
し
、
無

得
に
し
て
無
証
で
あ
る
。
因
が
円
満
に
し
て
果
を
成
就
す
る
の
は
必
ず
相
続
に

よ
る
の
で
あ
る
。
両
手
で
か
か
え
る
ほ
ど
大
き
な
木
も
、
は
じ
め
は
毛
の
先
ほ

ど
の
小
さ
い
芽
生
え
か
ら
大
き
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
〔
枝
葉
は
〕
始
め
は
小

さ
く
て
も
終
り
に
は
必
ず
大
き
く
な
り
、
〔
根
も
〕
最
初
は
浅
く
て
も
後
に
は

@
 

必
ず
深
く
な
る
。
衆
生
の
修
行
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
必
ず
久
し
く
妙
因

を
積
み
重
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
十
地
の
修
行
が
円
満
で
あ
り
、
金
剛
の
心
〔
の

は
た
ら
き
〕
を
と
ど
め
て
畢
わ
り
「
常
」
を
顕
現
す
る
。
そ
の
時
す
な
わ
ち
惑

を
変
じ
て
智
と
な
り
、
識
を
転
じ
て
解
と
す
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
『
経
』
に

⑬
 

『
衆
生
は
仏
と
な
り
、
仏
は
衆
生
を
ひ
き
継
ぐ
』
と
説
い
て
い
る
」
と
な
ろ
う
。

。

注
目
す
べ
き
は
、
「
久
積
妙
因
」
と
「
変
惑
成
智
、
転
識
為
解
」
と
い
う
見

解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
地
に
お
け
る
無
漏
智
を
積
み
重
ね
て
、
金
剛
心
の
時

点
で
惑
か
ら
智
へ
、
無
常
か
ら
常
へ
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
成
仏
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
旬
。
但
し
、

P
二
九
O
八
は
地
論
文
献
と
い
っ
て
も
、
唯
識

の
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
た
め
、
転
識
と
い
う
語
は
後
の
唯
識
学
派
に
お
け
る

転
識
得
勧
と
は
異
な
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

'ν 

以
上
の
よ
う
に
、
断
惑
証
理
の
修
道
論
に
お
け
る
相
続
義
は
、
①
南
地
の
成

実
浬
般
市
学
『
義
記
』
の
研
錆
か
ら
始
ま
り
、
②
北
説
洛
陽
期
の
P
二
九

O
八
の

展
開
を
経
て
、
③
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
慧
遠
は
成
実
説
(
毘
曇
説
も
含
め
)
を
大
乗
説
と
明
確
に
区
別

し
な
が
ら
、
従
来
の
無
惑
説
と
有
惑
説
を
批
判
し
て
い
る
。

大
乗
法
中
人
説
不
問
。
先
序
異
説
、
次
弁
其
非
、
後
顕
正
義
。
言
異
説
者
、

昔
来
相
伝
常
有
二
論
。
円
閣
園
。
州
司
倒
矧
到
剛
割

4割
引

若
全
無
惑
、
応
名
無
学
。
又
『
経
』
中
説
無
明
住
地
仏
菩
提
断
。
若
金
剛

中
全
無
惑
者
、
仏
何
所
断
。
又
問
団
内
岡
圏
、
此
云
何
知
金
剛

心
者
、
治
惑
明
解
、
解
惑
不
並
、
云
何
有
惑
。
又
若
有
惑
、
此
惑
須
断
、

応
金
剛
後
更
立
金
剛
、
更
不
立
故
、
明
知
無
惑
。
異
説
如
此
。

(
大
正
四
四
・
六
四
O
上
)



冒
頭
で
は
、
ま
ず
異
説
を
述
べ
、
次
に
其
の
非
を
弁
じ
、
そ
し
て
正
義
を
顕

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
乗
説
の
不
同
を
論
じ
て
い
る
。
囲
み
文
字
で
示
し
た
よ

う
に
、
従
来
の
異
説
と
し
て
は
、
有
惑
説
と
無
惑
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

有
惑
説
は
、
金
剛
心
を
学
に
収
め
る
の
で
、
も
し
惑
が
な
け
れ
ば
無
学
と
な

っ
て
し
ま
う
、
さ
ら
に
『
勝
霊
経
』
に
無
明
住
地
惑
を
仏
智
で
断
ち
切
る
と
説

か
れ
る
内
勧
と
い
う
。
こ
の
傍
線
部
の
内
容
よ
り
、
金
剛
心
に
残
さ
れ
る
惑
は

仏
智
で
断
ち
切
る
無
明
住
地
惑
で
あ
る
と
明
ら
か
と
な
る
。

無
惑
説
は
、
も
し
金
剛
心
に
惑
が
残
さ
れ
ば
、
こ
れ
を
断
ち
切
る
金
剛
心
智

が
必
要
と
な
る
の
に
、
金
剛
心
の
後
に
金
剛
心
智
は
立
て
ら
れ
な
い
の
で
無
惑

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

次
に
、
異
説
を
論
破
し
そ
の
非
を
弁
ず
る
箇
所
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

次
弁
其
非
。
先
破
定
有
。
若
定
有
惑
、
是
金
剛
心
則
不
能
断
。
若
不
能
断
、

不
名
金
剛
、
不
名
無
擬
。
得
名
金
剛
、
得
名
無
礎
、
定
知
能
断
。
以
能
断

故
不
得
言
有
。
若
言
能
断
、
復
言
有
者
、
灯
能
破
闇
。
是
灯
之
中
、
応
当

有
其
所
破
之
問
。
彼
不
得
有
、
此
亦
応
然
。
又
復
若
言
金
剛
心
中
、
有
無

明
住
地
、
令
仏
断
者
、
応
名
仏
智
以
為
金
剛
。
応
名
仏
為
無
礎
道
。
而
彼

仏
智
不
名
金
剛
、
非
無
礎
故
。
不
応
説
言
金
剛
心
中
留
残
無
明
令
仏
正
断
。

又
若
仏
智
無
擬
正
断
便
与
経
違
。
知
『
大
品
』
説
、
無
擬
道
中
為
名
菩
薩
、

解
脱
道
中
名
為
仏
。
云
何
言
仏
為
無
礎
断
。
又
若
仏
智
作
無
礎
道
正
断
無

明
。
小
乗
法
中
応
用
尽
智
為
無
擬
道
断
非
想
惑
。
彼
既
不
然
、
此
亦
不
爾
。

(
大
正
四
四
・
六
四
O
上
)

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

こ
こ
で
は
、
従
来
の
有
惑
説
を
論
破
す
る
理
由
が
三
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
既
に
金
剛
を
無
醗
と
名
付
け
る
の
で
、
灯
が
聞
を
破
る
よ
う
に
煩

悩
を
滅
す
る
金
剛
に
惑
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
『
大
品
般
若
経
』
に

お
い
て
無
醗
道
を
菩
薩
、
解
脱
道
を
仏
と
名
付
け
る
と
説
く
の
で
、
解
脱
道
の

仏
智
は
無
擬
道
の
中
に
金
剛
心
の
惑
を
除
去
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
三

点
目
は
、
も
し
仏
智
が
無
礎
道
に
お
い
て
無
明
を
断
ち
切
る
な
ら
ば
、
小
乗
法

の
中
に
お
い
て
も
尽
智
を
用
い
て
無
礎
道
と
し
て
非
想
惑
を
断
ち
切
る
こ
と
に

な
る
。
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
仏
智
が
無
礎
道
の
無
明
を
断
ち
切
る
の
で
は
な

い
と
述
べ
て
い
る
。

従
来
の
有
惑
説
を
論
破
す
る
根
拠
は
、
金
剛
で
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
断
ち
切
る

は
た
ら
き
が
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
点
目
と
三
点
目
は

注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
無
礎
道
と
解
脱
道
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
は
意

図
的
に
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
を
避
け
て
、
敢
て
大
乗
経
典
の
『
大
品
般
若
経
』
を

引
用
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
『
大
乗
義
章
』
に
は
「
小
乗

法
中
、
宣
説
知
来
有
普
無
記
無
不
善
業
、
如
『
雑
心
』
説
、
又
知
『
成
実
』
」

(
大
正
四
四
・
六
O
O
上
)
と
明
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
従
来
の
無
惑
説
を
い
か
に
論
破
す
る
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

次
破
定
無
。
若
定
無
惑
、
応
名
無
学
。
非
無
学
故
、
不
応
全
無
。
又
若
金

剛
一
向
無
惑
、
所
見
之
理
応
与
仏
斉
、
所
成
之
智
応
与
仏
等
。
如
『
地

経
』
説
、
十
地
菩
薩
遍
満
一
切
界
知
稲
麻
葦
、
比
如
来
智
百
千
万
倍
乃
至

算
数
畢
寛
不
及
。
定
知
金
剛
惑
障
未
尽
。
又
復
諸
仏
所
以
為
常
、
由
惑
尽



故
、
証
理
窮
故
。
若
金
剛
心
一
向
無
惑
、
見
理
応
窮
。
尽
惑
理
窮
、
何
不

為
常
。
弁
非
加
是
。

(
大
正
四
四
・
六
四
O
中
)

無
惑
を
論
破
す
る
根
拠
と
し
て
は
、
「
金
剛
は
無
学
で
は
な
い
の
で
、
全
く

惑
が
な
い
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
金
剛
に
全
く
惑
が
な
け
れ
ば
、
知
見
す

る
理
は
仏
と
同
じ
で
あ
り
、
成
就
す
る
智
も
仏
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
旬
。
し
か

し
手
地
酔
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
十
地
菩
薩
は
百
千
万
倍
は
お
ろ
か
数
得

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
差
で
仏
智
に
遠
く
及
ば
な
い
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
惑
を

滅
尽
し
、
理
を
見
極
め
る
常
住
な
る
仏
と
比
べ
て
、
金
剛
心
菩
薩
は
ま
だ
完
全

に
惑
を
断
ち
切
れ
ず
、
理
も
見
極
め
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

以
上
、
慧
遠
は
従
来
の
有
惑
と
無
惑
の
二
説
を
論
破
し
て
い
る
。
し
か
し
、

異
説
と
論
破
の
根
拠
を
よ
く
吟
味
す
れ
ば
、
慧
遠
は
有
惑
説
を
用
い
て
無
惑
説

を
否
定
し
、
無
惑
説
を
用
い
て
有
惑
説
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
金
剛
は
無
学
で
は
な
い
と
い
う
有
惑
説
を
用
い
て
、
無
惑
を
否
定
し

て
い
る
。
同
時
に
、
金
剛
心
の
惑
を
対
治
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
無
惑
説
を
立

て
、
金
剛
心
に
惑
が
残
さ
れ
る
と
い
う
有
惑
も
成
り
立
た
な
い
と
論
じ
る
の
で

あ
る
。そ
れ
で
は
、
慧
遠
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
正
義
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
顕
正
義
。
金
剛
心
中
亦
得
有
惑
、
亦
得
無
惑
。
是
義
云
何
。
無
明
有
二
。

一
、
異
相
無
明
、
於
諸
法
中
縁
市
不
了
、
相
返
明
解
、
故
日
異
相
。
二
、

自
性
無
明
、
即
彼
縁
照
対
治
金
剛
、
相
難
明
照
、
性
無
明
是
闇
惑
、
名
性

無
明
。
是
二
難
分
、
宜
以
職
顕
。
異
相
無
明
、
所
縁
不
了
、
如
間
中
視
。

自
性
無
明
、
如
夢
中
見
、
難
有
所
了
、
性
是
昏
聞
、
惑
相
如
是
。
金
剛
心

中
、
異
相
無
明
、
一
切
尽
故
、
得
言
無
惑
。
自
性
無
明
、
猶
未
尽
故
、
得

言
有
惑
。
以
無
惑
故
、
於
仏
境
界
照
見
、
悉
知
与
仏
無
別
。
是
故
『
経
』

中

説

為

等

覚

。

(

大

正

四

四

・

六

四

O
中
)

冒
頭
で
は
、
正
義
と
し
て
は
金
剛
心
に
お
け
る
有
惑
と
無
惑
の
二
説
を
主
張

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
説
は
異
相
無
明
と
自
性
無

明
の
二
種
の
無
明
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
異
相
無
明
と
は
、
諸
法
を

迷
い
の
ま
ま
了
知
し
な
い
こ
と
が
、
相
と
し
て
の
明
で
あ
る
知
解
に
反
し
て
い

る
。
そ
れ
は
暗
い
中
で
物
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
自
性
無
明
と
は
、
彼
の
諸
法

を
所
縁
と
し
て
観
照
す
る
こ
と
に
つ
い
て
明
(
対
治
の
金
剛
)
で
あ
る
に
し
て

も
、
本
性
と
し
て
の
無
明
は
闇
惑
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、
自
性
無
明

は
、
人
が
夢
の
中
に
お
い
て
、
た
と
え
了
知
す
る
部
分
が
あ
る
に
せ
よ
、
本
性

と
し
て
昏
聞
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
無
惑
説
は
金
剛
心
に
異
相

無
明
が
な
い
と
い
い
、
有
惑
説
は
金
剛
心
に
自
性
無
明
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

二
種
の
無
明
に
関
し
て
は
、
『
大
乗
義
章
』
巻
五
の
二
障
義
(
大
正
四
四
・
五

六
一
中
|
五
六
回
中
)
と
断
結
義
(
大
正
四
四
・
六
四
一
上
|
六
四
五
上
)
で
も

論
じ
ら
れ
て
い
旬
。
そ
こ
で
は
、
異
相
無
明
が
粗
大
な
も
の
で
あ
り
、
自
性
無

明
が
微
細
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
無
惑
と
は
金
剛
心
に

粗
大
な
惑
(
異
相
無
明
)
が
な
い
と
い
い
、
有
惑
と
は
金
剛
心
に
微
細
な
惑

(
自
性
無
明
)
が
ま
だ
あ
る
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
、
粗
大
な
惑
が
な
い
金
剛



心
は
、
仏
の
境
地
を
知
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
仏
と
等
し
い
等
覚
と
称
さ
れ
て

い
る
。
「
『
経
』
の
中
に
説
い
て
等
覚
と
な
す
」
と
い
う
『
経
』
に
つ
い
て
は
、

完
全
に
一
致
す
る
経
文
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
『
菩
薩
理
瑠

本
業
経
』
(
偽
経
、
大
正
二
四
巻
に
所
収
、
一
四
八
五
番
)
か
ら
の
取
意
で
あ
ろ

@
 
、「ノ。
確
か
に
、
成
実
説
に
せ
よ
、
大
乗
説
に
せ
よ
、
金
剛
心
の
有
惑
と
無
惑
と
い

う
二
説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
根
本
的
な
相
違
は
、
大
乗
説
と
し
て
の
煩
悩
の

@
 

概
念
と
分
類
の
細
分
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
異
相
無
明
と
自
性
無
明
の
展

開
は
そ
の
実
例
と
な
る
。

さ
ら
に
は
、
③
の
『
大
乗
義
章
』
の
金
剛
心
義
は
心
識
説
を
取
り
入
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の

P
二
九

O
八
よ
り
格
段
に
進

展
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
慧
遠
は
唯
識
を
用
い
て
金
剛
心
を
解
釈
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
以
下
の
第
二
門
の
弁
体
性
、
特
に
心
体
に
基
づ
く
体
性

の
解
説
か
ら
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

次
就
心
体
、
言
其
体
性
。
心
別
有
三
。
一
者
事
識
、
所
謂
六
識
縁
事
之
心
。

二
者
妄
識
、
亦
名
業
識
、
亦
名
現
識
、
所
謂
第
七
虚
妄
之
心
。
三
者
真
識
、

所
謂
第
八
知
来
蔵
心
。
小
乗
金
剛
用
彼
分
別
事
識
為
体
。
於
事
識
中
第
六

意
識
、
分
別
観
解
能
断
四
住
、
不
為
四
住
煩
悩
所
壊
、
故
日
金
剛
。
大
乗

法
中
金
剛
有
二
。
一
縁
治
金
剛
。
二
者
真
証
。
縁
治
金
剛
、
妄
識
為
体
。

於
妄
識
中
観
空
之
解
、
能
除
闇
障
、
不
為
闇
惑
之
所
破
壊
、
故
日
金
剛
。

真
識
金
剛
、
真
識
為
体
。
真
識
之
心
本
性
清
浄
、
空
義
隠
覆
、
遂
成
垢
染
、

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

息
除
妄
染
。
心
浄
照
明
、
照
明
浄
慧
、
証
法
本
如
、
不
見
一
法
可
起
妄
想
。

不
起
妄
故
、
能
除
闇
惑
、
不
為
惑
障
之
所
破
壊
、
故
名
金
剛
。

(
大
正
四
四
・
六
三
人
中
)

慧
遠
は
八
識
に
基
づ
い
て
心
を
三
つ
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。
前
六
識
の

事
識
は
縁
事
の
心
で
あ
り
、
第
七
識
の
妄
識
は
虚
妄
の
心
で
あ
り
、
第
八
識
の

真
識
は
知
来
蔵
心
で
あ
る
と
い
う
。
小
乗
法
で
は
、
第
六
の
意
識
に
お
い
て
、

四
住
地
球
ゲ
乞
断
ち
切
る
の
で
小
乗
の
金
剛
と
い
う
。
大
乗
法
で
は
、
第
七
識
の

縁
治
金
剛
と
第
八
識
の
真
証
金
剛
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

他
方
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の
P
二
九

O
八
の
金
剛
心
義
は
一
切

種
智
の
み
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
慧
遠
は
大
小
金
剛
の
相
違
に
伴

ぃ
、
修
得
の
智
慧
も
よ
り
轍
密
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
は
心
法
に
よ
っ
て
金

剛
心
の
体
性
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
る
。

今
此
三
昧
諸
心
法
中
、
用
慧
為
体
。
観
理
断
結
、
唯
慧
能
故
。
是
何
等
慧
。

小
乗
法
中
、
四
諦
之
慧
。
縁
覚
法
中
、
十
二
縁
慧
。
大
乗
法
中
、
了
違
法

界
、
知
実
慧
也
。

(
大
正
四
四
・
六
三
八
中
)

要
す
る
に
、
理
を
観
察
し
煩
悩
を
断
ち
切
る
智
慧
は
三
つ
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
小
乗
(
声
聞
)
の
四
諦
を
観
察
す
る
智
慧
と
、
縁
覚
の
十
二
支
縁

起
を
観
察
す
る
智
慧
と
、
大
乗
の
如
実
に
法
界
を
了
知
す
る
智
慧
と
で
あ
る
。

し
か
も
『
大
乗
義
章
』
に
よ
る
金
剛
心
義
の
組
織
化
に
付
随
し
な
が
ら
、
金



剛
心
位
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
次
の
「
就
位
論
金
剛
之
義
」
に
は
、
小
乗
法
の

@
 

「
通
別
有
五
:
・
中
略
:
・
知
『
雑
心
』
説
」
の
五
説
と
、
大
乗
の
五
説
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
大
乗
法
の
金
剛
心
位
に
は
先
行
し
た
①
南
地
の

『
義
記
』
の
金
剛
心
位
説
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。大

乗
法
中
、
通
別
有
五
。
一
、
簡
信
異
語
。
十
信
己
上
、
信
心
成
就
、
永

離
欝
法
、
同
日
金
剛
。
二
、
簡
住
異
退
。
習
種
己
上
、
解
行
成
就
、
堅
困

難
壊
、
斉
名
金
剛
。
三
、
簡
出
世
、
異
於
世
間
。
初
地
己
上
、
証
真
無
漏
、

能
破
惑
妄
、
不
可
破
壊
、
悉
名
金
剛
。
四
、
簡
上
異
下
。
第
十
地
中
、
一

切
智
能
、
皆
名
金
剛
。
故
『
地
経
』
中
、
十
地
書
薩
、
初
入
地
時
、
得
離

垢
三
味
、
離
垢
三
味
、
猶
是
金
剛
破
障
之
義
。
五
、
簡
終
異
始
。
其
唯
最

後
窮
終
一
念
、
以
為
金
剛
。
故
『
地
持
』
云
、
「
於
最
後
身
、
書
提
樹
下
、

@
 

得
衆
相
離
垢
障
三
味
、
名
金
剛
三
昧
所
摂
」
。
以
斯
准
験
、
局
在
窮
終
。

位
分
知
是
。

(
大
正
四
四
・
六
三
九
下
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
乗
法
の
金
剛
心
位
は
以
下
の
五
つ
と
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

ω十
信
己
上
。
信
と
詩
を
区
別
し
、
誇
法
を
離
れ
て
信
心
を
成
就
す
る
。

ω習
種
性
己
上

(
H
十
住
位
)
。
住
と
退
を
区
別
し
、
解
行
を
成
就
す
る
。

ω初
地
己
上
。
世
間
と
出
世
間
を
区
別
し
、
真
の
無
漏
を
証
得
す
る
。

四

ω第
十
地
。
十
地
菩
薩
は
離
垢
三
昧
を
得
る
。

同
最
後
窮
終
の
一
念
。
修
行
の
終
と
始
を
区
別
し
、
修
行
の
終
り
に
理
を
き

わ
め
る
。

同
の
最
後
の
窮
終
の
一
念
と
い
う
金
剛
説
は
、
上
掲
し
た
①
南
地
の
『
義

記
』
と
②
北
地
の

P
二
九

O
人
の
見
解
と
同
一
視
し
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
慧
遠
は
成
実
説
を
異
説
(
小
乗
説
)
と
し
て
否
定
し
な
が
ら
、
正
義
と

し
て
の
大
乗
説
に
先
行
し
た
成
実
浬
繋
学
の
要
素
も
吸
収
し
た
と
い
え
よ
う
。

注
意
す
べ
き
は
十
信
位
と
習
種
性
(
種
性
地
)
の
二
位
で
あ
る
。
十
信
位
に

関
し
て
は
、
『
大
乗
義
章
』
の
八
倒
義
(
大
正
四
四
・
五
七
六
上
|
五
人
O
上
)

に
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
示
さ
れ
て
い
る
。

十
信
位
中
、
於
大
書
提
真
信
成
就
、
正
能
伏
除
。
種
性
己
上
、
随
分
永
断
。

初
地
窮
尽
。

(
大
正
四
四
・
五
人
O
上
)

す
な
わ
ち
、
十
信
位
に
お
い
て
は
大
菩
提
の
真
信
を
成
就
し
て
凡
夫
や
小
乗

の
誤
っ
た
見
を
伏
除
し
、
種
性
己
上
で
分
に
煩
悩
を
断
じ
、
初
地
で
滅
尽
す
る

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
大
乗
普
薩
道
の
優
位
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

ま
た
、
種
性
地
に
関
し
て
は
、
二
種
種
性
義
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

言
種
性
者
亦
名
十
住
。
若
言
十
住
当
分
為
名
。
解
観
成
就
、
不
退
名
住
。



(
大
正
四
四
・
六
五
一
上
)

種
性
は
十
住
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
不
退
を
住
と
名
付
け
る
と
い

う
一
文
は
、
住
と
退
を
区
別
す
る
凶
の
種
性
の
金
剛
位
に
該
当
す
る
。
十
住
と

金
剛
心
位
と
の
結
び
付
け
方
は
、
上
掲
し
た
②
P
二
九

O
八
の
初
発
心
住
説
が

先
行
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
大
乗
義
章
』
で
は
、
金
剛
心
位
は
初
発
心
住
よ
り
、
さ
ら

に
低
い
階
位
の
十
信
ま
で
引
き
下
げ
、
第
十
地
よ
り
初
地
に
ま
で
引
き
さ
げ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
第
十
地
の
金
剛
心
位
は
、
第
十
地
の
最
後

の
一
念
と
す
る
金
剛
心
位
と
も
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
、
金
剛
心
の
有
惑
・
無
惑
及
び
金
剛
心
位
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
成
実

浬
繋
学
に
繋
が
る
部
分
を
概
観
し
た
。
①
南
地
の
『
義
記
』
、
②
北
地
の

P
二

九
O
入
、
③
『
大
乗
義
章
』
の
三
者
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開
を
見
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

i
、
金
剛
心
の
行
位
説
は
、
十
地
の
最
後
の
学
心
か
ら
、
仏
果
・
無
垢
地
・

初
発
心
住
の
三
説
、
さ
ら
に
『
大
乗
義
章
』
の
十
信
・
初
発
心
住
・
初

地
・
第
十
地
・
第
十
地
の
最
後
の
一
念
と
い
う
五
説
ま
で
の
展
開
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

語
、
三
者
は
共
に
金
剛
心
に
お
け
る
有
惑
と
無
惑
の
二
説
を
主
張
し
て
い
る

が
、
③
『
大
乗
義
章
』
は
煩
悩
の
細
分
化
に
よ
っ
て
、
異
相
無
明
と
自

性
無
明
を
用
い
て
、
有
惑
と
無
惑
の
大
乗
説
を
立
て
て
い
る
。

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

…
山
、
心
識
説
を
取
り
入
れ
た
『
大
乗
義
章
』
の
金
剛
心
義
は
、
先
行
す
る
地

論
文
献
P
二
九

O
八
よ
り
格
段
に
進
展
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

-w
、
①
南
地
の
『
義
記
』
に
せ
よ
、
②
北
地
の

P
二
九

O
八
に
せ
よ
、
成
実

と
大
乗
の
区
別
が
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
方
、
『
大
乗
義
章
』

で
は
成
実
説
と
大
乗
説
と
を
区
別
し
な
が
ら
、
『
成
実
論
』
『
雑
阿
毘
曇

心
論
』
を
小
乗
論
書
と
し
て
の
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
但
し
、
旧
有
の
成
実
浬
般
市
学
の
最
後
の
一
念
と
す
る
金
剛
説
が

『
大
乗
義
章
』
の
大
乗
説
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
無
視
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
①
南
地
の
成
実
浬
繋
学
の
羽
二
七
一
『
義
記
』
、
慧
遠
に
先
行
し
た

②
北
地
の
地
論
文
献
P
二
九

O
八
、
③
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
に
論
じ
ら
れ
る

金
剛
心
義
の
一
側
面
を
考
察
し
て
き
た
。
従
来
、
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
金

剛
心
義
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ァ
、
①
南
地
の
『
義
記
』
と
②
北
地
の
P
二
九
O
八
は
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理

に
繋
が
る
金
剛
心
が
十
地
の
最
後
の
学
心
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
漸
悟
に
よ

る
断
惑
証
理
の
修
道
論
に
お
い
て
、
有
惑
の
金
剛
が
園
地
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。

ィ
、
②
P
二
九

O
八
で
は
金
剛
心
位
も
第
十
地
の
最
後
の
学
心
の
み
か
ら
、

仏
果
(
如
来
)
、
無
垢
地
(
法
雲
地
よ
り
高
い
段
階
)
、
初
発
心
住
の
三
説
が
立
て

五



ら
れ
る
。
ま
た
、
「
初
発
心
住
便
成
正
覚
」
の
理
論
展
開
の
素
地
は

P
二
九
O

八
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

の
金
剛
心
義
は
、
従
来
の
成
実
説
を
批
判
的
に
引
用

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
慧
遠
は
心
識
説
を
用
い
て
金
剛
心
義
を
論
じ
た
と
同
時

に
、
大
乗
と
小
乗
の
金
剛
心
義
も
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
①
南
地
の
『
義
記
』

と
②
P
二
九

O
八
よ
り
格
段
に
進
展
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ェ
、
金
剛
心
位
は
、
ま
ず
①
南
地
の
『
義
記
』
の
第
十
地
の
最
後
の
学
心
と

い
う
一
説
か
ら
、
次
に
②
北
地
の

P
二
九

O
八
の
仏
果
・
無
垢
地
・
初
発
心
住

の
三
説
へ
、
さ
ら
に
③
『
大
乗
義
章
』
の
十
信
・
初
発
心
住
・
初
地
・
第
十

地
・
第
十
地
の
最
後
の
一
念
と
い
う
五
説
ま
で
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ゥ
、
③
『
大
乗
義
章
』

こ
の
よ
う
に
成
実
浬
繋
学
か
ら
地
論
学
の
研
錆
へ
、
金
剛
心
義
の
展
開
の
流

れ
が
把
握
で
き
よ
う
。
な
お
、
浄
影
寺
慧
遠
以
後
、
三
論
学
派
の
吉
蔵
撰
『
金

剛
般
若
経
義
疏
』
に
も
「
今
聡
智
慧
名
金
剛
也
」
(
大
正
三
三
・
八
九
下
)
と
述

@
 

べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
三
論
学
派
の
慧
均
(
百
済
出
身
か
)
撰
『
大
乗
四
論

@
 

玄
義
記
』
巻
二
に
も
「
金
剛
心
義
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
台
智
顕
の

『
四
教
義
』
に
も
、
金
剛
心
位
は
等
覚
か
法
雲
地
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て

⑧
 

「
南
北
法
師
抑
静
此
義
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
金
剛
心
義
は
よ

り
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
考
察
は
今

後
の
課
題
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

金
剛
心

慧
遠

断
惑

成
実
浬
繋

地
論

ムノ、

註①
成
実
浬
繋
学
は
、
ま
た
浬
繋
成
実
学
と
も
い
い
、
南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
の
時

代
、
主
に
『
大
般
浬
繋
経
』
と
『
成
実
論
』
の
研
績
に
よ
っ
て
、
両
者
を
融
合

さ
せ
る
形
で
発
達
し
た
教
理
学
体
系
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
船
山
徹

「
地
論
宗
と
南
朝
教
学
」
、
荒
牧
典
俊
編
『
北
朝
陪
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
所
収
、

法
蔵
館
、
二

O
O
O年
、
二
一
三
ー
ー
一
五
三
頁
。
船
山
徹
「
梁
の
開
善
寺
智
蔵

『
成
実
論
大
義
記
』
と
南
朝
教
理
学
」
、
妻
谷
邦
夫
編
『
江
南
道
教
の
研
究
』
所

収
、
二

O
O七
年
、
一
一
一
|
一
三
五
頁
。
従
来
で
は
、
成
実
学
派
と
浬
繋
学

派
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
が
あ
る
。
福
原
亮
厳
『
成
実
論
の
研
究
』
、

永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年
。
布
施
浩
岳
『
浬
般
市
宗
の
研
究
』
〈
前
篇
・
後
篇
〉
、

図
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
(
初
版
一
九
四
二
年
)
。
し
か
し
、
成
実
学
派
と

浬
繋
学
派
の
多
く
の
学
僧
は
、
『
浬
般
市
経
』
と
『
成
実
論
』
、
も
ち
ろ
ん
『
法
華

経
』
や
『
勝
量
経
』
な
ど
の
ほ
か
の
経
論
も
兼
ね
て
研
鎖
し
て
い
る
。
ま
た
、

布
施
[
一
九
七
三
]
前
掲
書
〈
後
篇
〉
(
四
頁
)
は
、
寸
況
し
て
劉
宋
己
後
の
浬

繋
学
者
が
概
て
後
に
述
ぶ
る
如
く
成
実
の
学
に
通
じ
且
つ
法
華
経
を
讃
仰
せ
る

事
実
に
徴
す
る
時
、
羅
什
思
想
の
隠
然
た
る
流
れ
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
・
:

後
略
」
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
梁
の
三
大
法
師
で
あ
る
関
善
寺
智
蔵
・
荘

厳
寺
僧
畏
・
光
宅
寺
法
雲
、
及
び
本
稿
で
扱
う
僧
鍾
・
僧
柔
は
成
実
論
師
で
あ

り
な
が
ら
浬
繋
学
派
の
代
表
者
と
も
認
め
ら
れ
る
。
以
上
を
参
考
に
し
て
、
本

稿
は
成
実
理
繋
学
を
用
い
る
。

②
金
剛
三
味
一
①
金
剛
が
一
切
に
無
擬
な
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
が
ら
に
通
達

す
る
三
味
と
い
う
。
②
三
乗
の
修
行
者
が
最
後
の
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
究
寛
の
果
を
得
る
三
味
を
い
う
。
金
剛
聡
定
・
金
剛
定
と
も
い
う
。
中

村
元
編
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
(
縮
刷
版
)
二

O
一
O
年
、
五
一
七
頁
。
室

寺
義
仁
氏
は
「
金
剛
喰
定
に
つ
い
て
」
(
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
別
冊
二
、
二

O
O
O年
)
に
お
い
て
、
金
剛
聡
定
に
よ
っ
て
一
切
の
煩
悩

を
断
ち
尽
く
し
て
初
め
て
「
尽
智
」
が
同
時
瞬
間
的
に
生
じ
、
次
の
瞬
間
に
は

最
後
の
「
解
脱
道
」
へ
入
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ほ
か
の
先
行
研
究
、
渡
辺
章

悟
「
最
終
解
脱
へ
向
か
う
三
昧
|
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
金
剛
聡



定
|
」
、
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
一
一
O
、
二
O
O
五
年
付
、
三
八
|
五
七
頁
。

③
南
北
朝
期
か
ら
陪
唐
に
か
け
て
、
成
実
浬
繋
・
地
論
・
天
台
・
三
論
・
華

厳
・
唯
識
な
ど
の
諸
学
派
に
金
剛
心
位
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
触

れ
た
南
地
の
羽
二
七
一
『
義
記
』
、
慧
遠
撰
『
大
乗
義
章
』
以
外
、
智
顕
説

『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
に
「
十
地
即
是
聖
種
性
。
此
皆
入
別
教
四
果
聖
位
。
悉

断
無
明
別
見
思
惑
。
等
覚
位
即
是
等
覚
性
。
若
望
菩
薩
名
等
覚
仏
。
若
望
仏
地
、

名
金
剛
心
菩
薩
。
亦
名
無
垢
地
菩
薩
也
。
妙
覚
地
即
是
妙
覚
性
。
即
是
究
寛
仏

菩
提
果
。
大
浬
繋
之
果
果
也
」
(
大
正
三
三
・
七
三
二
上
)
と
あ
る
。
吉
蔵
撰

『
法
華
玄
論
』
に
「
問
。
信
解
品
明
三
身
者
。
寿
量
品
論
何
等
仏
耶
。
答
。
有

人
言
是
金
剛
心
耳
。
猶
未
成
仏
但
任
持
三
味
故
延
之
使
長
。
為
広
度
物
也
」

(
大
正
三
四
・
四
三
七
上
)
と
あ
る
。
智
億
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
章
』

に
「
八
約
行
。
金
剛
心
後
、
得
一
切
智
智
即
是
仏
」
(
大
正
四
五
・
五
六
一
上
)

と
あ
る
。
基
撰
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
「
金
剛
心
位
猶
有
有
漏
・
劣
無
漏
身
。

解
脱
道
生
有
漏
都
尽
、
劣
無
漏
滅
。
故
経
説
捨
無
常
色
等
。
四
智
円
成
功
徳
具

足
」
(
大
正
四
五
・
三
六
四
下
)
と
あ
る
。
新
羅
華
厳
の
元
暁
『
起
信
論
疏
』

に
「
金
剛
喰
定
、
根
本
心
尽
者
、
猶
此
中
説
遠
離
微
細
念
。
是
謂
生
相
謹
也
。

上
来
別
明
始
覚
差
別
」
(
大
正
四
四
・
二
一
O
下
)
と
あ
る
。

④
経
論
の
金
剛
聡
定
(
金
剛
心
)
に
つ
い
て
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
室
寺
義
仁

[二

0
0
0
]
前
掲
書
は
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理
学
に
お
け
る
金
剛
喰
定
の
相
違

を

考

察

し

た

。

渡

辺

章

悟

[

二

O

O

五

年

付

]

前

掲

書

、

同

「〈
2
5宮
B
B曲
目
包
E
の
考
察
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
(
二
、
二

0
0
五
年
口
、
三
五
七
|
三
四
九
頁
。
渡
辺
章
悟
氏
は
、
『
大
小
品
般
若
経
』

に
お
け
る
金
剛
聡
定
と
い
う
語
義
解
釈
の
詳
細
を
考
察
し
た
。
関
悠
倫
「
『
釈

摩
詞
術
論
』
に
お
け
る
金
剛
聡
定
に
つ
い
て
」
、
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
O
一

七
年
、
一
O
九
|
一
二
八
頁
。
関
悠
倫
氏
は
、
『
釈
摩
詞
街
論
』
に
お
け
る
方

便
と
正
体
の
二
種
金
剛
喰
定
説
を
考
察
し
た
。

⑤
南
北
朝
期
の
仏
教
学
展
開
の
流
れ
と
し
て
は
、
『
浬
繋
経
』
『
勝
量
経
』
『
成

実
論
』
な
ど
の
研
錆
か
ら
、
『
浬
繋
経
』
『
十
地
経
論
』
な
ど
の
研
鎖
へ
、
次
い

で
『
浬
紫
綬
』
『
摂
大
乗
論
』
な
ど
の
研
鍵
へ
の
大
雑
把
に
捉
え
ら
れ
る
。
い

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

わ
ゆ
る
成
実
浬
繋
学
か
ら
、
地
論
学
、
摂
論
学
へ
の
展
開
と
い
う
。
南
地
の
成

実
浬
繋
学
と
非
慧
遠
系
統
の
地
論
学
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
青
木
隆

「
天
台
行
位
説
の
形
成
に
関
す
る
考
察
|
地
論
宗
説
と
比
較
し
て
L

、
『
三
崎
良

周
編
『
日
本
中
国
仏
教
思
想
と
そ
の
展
開
』
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
二
年
、

三
七
|
五
四
頁
。
船
山
徹
[
二

0
0
0
]
前
掲
書
。
ま
た
、
藤
井
教
公
氏
は
慧

遠
を
代
表
す
る
地
論
南
道
派
は
『
浬
繋
経
』
(
北
本
四
O
巻
)
『
華
厳
経
』
『
勝

霊
経
』
『
十
地
経
論
』
な
ど
を
合
わ
せ
て
研
究
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

藤
井
教
公
「
北
朝
に
お
け
る
浬
繋
研
究
|
慧
遠
の
『
浬
繋
経
』
理
解
の
特
徴

|
」
(
『
印
度
学
仏
教
研
究
』
二
九
合
乙
、
一
九
八
一
年
。
な
お
、
南
地
の
成

実
浬
繋
学
派
は
司
潤
劇
割
引
(
南
本
三
六
巻
)
吋
劇
劃
細
引
4
刑
制
細
引
『
成
実

論
』
な
ど
を
兼
学
し
て
い
る
。
南
北
両
本
『
浬
繋
経
』
の
相
違
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
金
剛
心
義
・
仏
性
義
・
十
地
断
伏
義
な
ど
の
共
通
的
な
研
究
課

題
に
つ
い
て
は
、
教
学
上
の
同
異
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑥
青
木
隆
・
石
井
公
成
等
編
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
金
剛
大
学
校
仏
教

文
化
研
究
所
、
二
O
一
二
年
。
同
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
続
集
』
、
金
剛

大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
O
二
二
年
。

⑦
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
二
二
六
|
二
七
頁
、
金
天
鶴
氏
の
序
文
を
参
照
。

③
羽
二
七
一
『
義
記
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
西
域
文
化
研
究

会
編
(
臼
田
淳
三
・
三
谷
真
澄
)
「
擬
南
斉
寛
陵
文
宣
王
所
持
「
雑
義
記
」
の

残
筒
|
『
敦
埠
秘
笈
』
羽
二
七
一
録
文
研
究
」
、
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五

二
、
二
O
一
四
年
。
池
田
将
則
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
敦
埋
文
献
『
義
記
』
(
羽
加
)

の
基
礎
研
究
」
、
『
号
外
刈
叫
量
正
吾
劃
』
児
、
二
O
二
二
年
。
臼
田
氏
と
池

田
氏
は
共
に
、
当
該
文
献
は
南
朝
斉
寛
陵
王
薫
子
良
(
四
六
O
|
四
九
四
)
永

明
年
間
(
四
八
三

1
四
九
三
)
の
『
雑
義
記
』
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

張
凱
寸
中
国
南
朝
の
法
身
思
想
に
関
す
る
一
考
察
|
特
に
『
敦
僅
秘
笈
』
羽
一
一

七
一
『
不
知
題
仏
教
義
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
研
究
所

年
報
』
三
、
二
O
一
四
年
。
張
文
良
「
南
朝
十
地
学
の
一
側
面
|
法
安
の
十
地

義
解
釈
を
中
心
と
す
る
|
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
二
(
二
)
、
二
O
一

四
年
一
同
「
南
朝
成
実
宗
に
お
け
る
二
諦
説
i

杏
雨
書
屋
蔵
羽
加
『
不
知
題
仏

七



経
義
記
』
の
「
二
諦
義
」
を
中
心
に
|
」
、
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
七
、

二
O
一
九
年
。

⑨
池
田
将
則
氏
は
、
煩
悩
の
断
・
伏
に
関
す
る
「
南
方
法
師
」
の
学
説
は
、
ぉ

そ
ら
く
は
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
巻
十
五
に
み
ら
れ
る
劉
宋
末
か
ら
梁
初
に
か

け
て
の
南
朝
教
理
学
に
お
け
る
断
惑
説
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し

て
い
る
。
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
二
四
|
一
一
五
頁
)
。

⑩
十
地
断
伏
義
を
焦
点
に
あ
て
た
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
と
羽
二
七
一
『
義

記
』
の
「
中
寺
法
安
法
師
解
十
地
義
」
と
P
二
九
O
八
の
「
四
依
義
」
と
の
共

通
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
!

成
実
浬
薬
師
を
中
心
に
」
(
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
一
一
四
、
二

O
二

O
年
、
四
一
|
七
三
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
中
で
も
、
『
高
僧
伝
』
に
僧
鍾
(
大
正
五

O
、
三
七
五
下
)
、
僧
柔
(
大
正
五

。
、
三
七
八
下
)
、
慧
隆
(
大
正
五

O
、
三
七
九
下
)
、
智
順
(
大
正
五

O
、
三

八
一
上
|
中
)
、
智
秀
(
大
正
五

O
、
三
人

O
下
|
三
八
一
上
)
が
立
伝
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
慧
隆
、
曇
織
、
僧
表
、
慧
珍
、
光
泰
五
師
の
伝
記
は
不
明
で

あ
る
。

⑫
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
訳
『
高
僧
伝
』
(
三
)
、
岩
波
書
店
、
二

O
一
O
年
、
一

七
|
一
七
九
頁
。

⑬
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
[
二

O
一
O
]
前
掲
書
、
二
三
ハ
頁
注
川
を
参
照
。

⑭
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
三
者
、
定
林
柔
次
二
師
及
道
場
観
法
師
、
明
頓
与
不

定
問
前
。
更
判
漸
為
五
時
教
、
即
開
善
光
宅
所
用
也
。
四
時
不
異
前
。
更
約
無

相
之
後
、
同
帰
之
前
、
指
『
浄
名
』
『
思
益
』
諸
方
等
経
、
為
褒
毘
抑
揚
教
。

(
大
正
三
三
・
八
O
一中)。

⑮
『
出
三
蔵
記
集
』
一
『
成
実
諮
問
』
十
六
巻
0

・
:
中
略
・
:
斉
永
明
七
年
十
月
。
文

宣
王
招
集
京
師
碩
学
・
名
僧
五
百
余
人
。
請
定
林
僧
柔
法
師
謝
寺
慧
次
法
師
。

於
並
目
弘
寺
迭
講
。
(
大
正
五
五
・
七
八
上
)
。

⑮
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
一
一
四
|
一
一
九
頁
、

P
二
九
O
八
の
解
題
を

参
照
。

⑫
南
本
『
大
般
浬
繋
経
』
「
四
依
品
」
一
何
等
為
四
。
有
人
出
世
具
煩
悩
性
、
是

}¥ 

名
第
一
。
須
陀
泡
人
斯
陀
含
人
、
是
名
第
二
。
阿
那
含
人
、
是
名
第
三
。
阿
羅

漢
人
、
是
名
第
四
。
是
四
種
人
出
現
於
世
、
能
多
利
益
憐
怒
世
間
0

・
:
後
略

(
大
正
一
二
・
六
三
七
上
。
北
本
「
如
来
性
品
」
、
大
正
二
一
・
三
九
六
下
)
。

南
北
朝
期
に
お
い
て
、
『
浬
繋
経
』
の
研
鏡
に
伴
い
、
『
十
住
経
』
及
び
『
十
地

経
論
』
に
説
く
十
地
、
『
華
厳
経
』
に
説
く
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
、

さ
ら
に
偽
経
の
『
菩
薩
瑛
務
本
業
経
』
に
説
く
四
十
二
位
と
『
仁
王
般
若
波
羅

蜜
経
』
に
説
く
菩
薩
行
の
五
忍
(
伏
忍
・
信
忍
・
順
忍
・
無
生
忍
・
寂
滅
忍
)

な
ど
も
行
位
論
の
構
成
要
素
と
な
り
、
二
乗
の
四
果
と
菩
薩
の
十
地
と
い
う
大

小
乗
の
行
位
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

⑬
一
例
と
し
て
は
、
相
続
義
(
二
「
金
剛
前
無
明
衆
生
、
次
第
修
行
、
不
断

不
滅
、
終
至
金
剛
、
変
彼
無
明
衆
生
、
作
大
明
智
。
大
明
種
智
、
続
無
明
衆
生
、

始
終
是
一
、
故
名
為
続
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

P
二
九

O
人
は
、
『
蔵
外
地
論
宗

文
献
集
成
』
の
二
三
二
|
一
三
四
頁
、
一
五
四
一
五
七
頁
、
二
ハ
九
|
一
七

三
頁
と
い
う
三
つ
の
章
が
あ
る
。

⑮
『
大
般
浬
繋
経
』
「
如
来
性
品
」
一
復
次
善
男
子
。
警
如
有
人
善
知
伏
蔵
。
即

取
利
鍵
廟
地
直
下
磐
石
沙
様
直
過
無
難
。
唯
至
金
剛
不
能
穿
徹
。
夫
金
剛
者
所

有
万
斧
不
能
温
壊
。
善
男
子
。
衆
生
仏
性
亦
復
如
是
。
一
切
論
者
天
魔
波
旬
及

諸
人
天
所
不
能
壊
。
(
大
正
一
二
・
四

O
八
下
)
。
こ
れ
は
金
剛
を
仏
性
に
喰
え

る
内
容
で
あ
る
。

@
下
流
に
つ
い
て
は
、
失
訳
(
鳩
摩
羅
什
の
直
後
に
訳
し
た
)
『
薩
婆
多
毘
尼

見
婆
沙
』
に
「
仏
欲
令
衆
生
知
仏
心
者
、
乃
至
下
流
鈍
根
衆
生
、
仏
欲
令
見
即

得
見
之
」
(
大
正
二
三
・
五
三
四
上
)
と
説
か
れ
て
い
る
。

@
拙
稿
「
成
実
浬
繋
学
の
断
惑
論
|
菩
薩
と
二
乗
の
行
位
の
接
点
を
中
心
と
し

て
|
」
、
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
一
、
二

O
一
一
一
年
、

三
七
|
五
四
頁
。

⑫
『
義
記
』
の
基
礎
的
情
報
に
関
し
て
は
、
拙
稿
[
二

O
二
O
]
前
掲
書
を
参

照
さ
れ
た
い
。

@
過
去
・
未
来
に
関
わ
る
惑
に
つ
い
て
は
、
冶
城
寺
光
泰
(
問
者
)
と
僧
柔

(
答
者
)
と
の
問
答
を
参
考
に
な
る
。



答
日
、
凡
無
漏
道
心
未
免
惑
者
、
皆
有
二
種
累
也
。

体。又
問
、
何
者
同
体
、
何
者
異
体
。
答
日
、
関
側
剖
叶
凡
夫
先
曾
起
惑
成
就

過
去
、
難
障
道
心
、
使
明
不
通
了
、
是
異
体
障
。
同
体
者
、
即
此
彼
障
道

心
、
有
所
不
了
、
即
肉
体
障
。
(
羽
二
七
一
・
一
一
一
一
一
)

@

P

二

九

O
人
「
五
住
地
惑
義
」
一
即
心
之
惑
、
更
無
作
意
、
の
守
本
名
、
故

為
無
明
住
地
0

・
:
中
略
・
:
。
異
心
煩
悩
、
由
開
作
意
、
・
:
中
略
:
・
、
合
為
四
住
。

前
能
生
後
地
、
同
類
不
移
日
住
。
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
文
献
集
成
』
・
一
七
八

頁
)
。
こ
れ
を
参
照
す
れ
ば
、
即
心
の
惑
が
無
明
住
地
と
な
り
、
異
心
の
惑
が

四
住
地
惑
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
五
住
地
惑
は
、
『
勝
量
経
』
(
大
正
二
一
・

二
二

O
上
)
の
説
く
、
見
一
処
住
地
、
欲
愛
住
地
、
色
愛
住
地
、
有
愛
住
地
を

合
わ
せ
て
四
住
地
惑
と
し
、
無
明
住
地
を
加
え
て
五
住
地
惑
と
な
る
。
池
田
将

則
「
敦
燈
出
土
地
論
宗
教
理
集
成
文
献
ス
タ
イ
ン
六
一
一
一
一
V
第
一
一
一
章
「
経
弁

五
住
地
煩
悩
義
」
に
見
ら
れ
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
理
に
つ
い
て
」
、
金
剛
大
学
校

仏
教
文
化
研
究
所
編
『
地
論
宗
の
研
究
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
二

O
一
七
年
、

一
三
一
三
SIES--
三
五
六
頁
。

⑮
写
本
で
は
「
無
関
道
」
と
「
無
碍
道
」
と
の
二
種
の
書
き
方
が
あ
り
、
使
い

分
け
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
は
間
違
え
な
く
、
無
碍
道
と
解
脱
道
の
双

道
滅
結
の
議
論
で
あ
る
。

@
写
本
で
は
「
解
」
が
脱
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

@
東
晋
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
『
阿
見
曇
心
論
』
(
大
正
二
八
所
収
、
一
五
五
五

O
番
)
と
、
南
朝
宋
代
(
四
二

0
1
四
七
九
)
僧
伽
駿
摩
訳
の
『
雑
阿
見
曇
心

論
』
(
四
三
四
年
訳
、
大
正
二
八
巻
所
収
、
一
五
五
二
番
)
と
、
北
斉
(
五
五

0
1
五
七
七
)
時
代
、
那
連
提
耶
舎
訳
の
『
阿
毘
曇
心
論
経
』
(
大
正
二
八
巻

所
収
、
一
五
五
一
番
)
な
ど
が
存
し
て
い
る
。
北
斉
訳
は
羽
二
七
一
『
義
記
』

と
P
二
九
O
八
の
年
代
よ
り
遅
く
な
る
。

⑮
『
雑
阿
見
曇
心
論
』
に
は
無
磁
道
解
脱
道
は
三
界
煩
悩
を
滅
尽
す
る
と
説
か

れ
て
い
る
。
但
し
、
南
北
朝
期
の
学
僧
ら
は
大
乗
修
道
論
を
構
築
し
て
い
く
中
、

三
界
の
内
・
外
の
惑
を
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
細
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
。

一
者
異
体
、
二
者
向

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

@
現
存
す
る
最
古
の
経
典
目
録
『
出
三
蔵
記
集
』
に
、
釈
道
安
(
一
三
四
|
三

八
五
)
「
阿
毘
曇
序
」
(
大
正
五
五
・
七
二
上
中
)
、
塵
山
慧
遠
(
三
一
一
一
四
|

四
二
ハ
)
「
阿
毘
曇
心
序
」
(
大
正
五
五
・
七
二
中
l
下
)
、
釈
道
擦
「
舎
利
弗

阿
見
曇
序
」
(
大
正
五
五
・
七

O
下
|
七
一
上
)
な
ど
の
序
文
が
あ
る
。
釈
道

安
は
「
阿
毘
曇
者
、
秦
言
大
法
也
」
と
述
ぺ
、
慧
遠
は
「
阿
毘
曇
心
者
、
三
蔵

之
要
領
、
詠
歌
之
微
言
。
管
統
衆
経
領
其
宗
会
、
故
作
者
以
心
為
名
罵
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
時
代
で
は
釈
道
安
も
塵
山
慧
遠
も
ア
ピ
ダ
ル
マ
文
献
が
大
法

で
あ
り
、
三
蔵
(
経
・
律
・
論
)
の
要
領
と
し
て
の
学
問
と
み
な
さ
れ
る
。
浄

影
寺
慧
遠
以
前
に
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
が
小
乗
で
あ
る
記
録
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
『
大
乗
義
章
』
は
「
小
乗
三
者
。
四
阿
含
等
。
是
修
多
羅
。
五
部
戒
律
。

是
其
見
尼
。
毘
婆
沙
等
。
是
阿
毘
曇
。
大
乗
三
者
。
華
厳
等
経
。
是
修
多
羅
。

清
浄
見
尼
等
。
是
其
毘
尼
。
大
智
論
等
。
是
阿
毘
曇
」
(
大
正
四
四
・
四
六
九

中
)
と
述
べ
、
大
小
乗
三
蔵
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
但
し
、
見
曇
説
と
成

実
説
を
小
乗
法
と
見
な
さ
れ
る
創
唱
者
は
慧
遠
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判

明
で
き
な
い
。
慧
遠
の
師
の
法
上
は
『
大
乗
義
章
』
六
巻
を
著
し
た
記
述
が

『
続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
0
・
四
八
五
下
)
に
見
ら
れ
る
が
、
法
上
の
『
大
乗
義

章
』
が
散
逸
し
て
い
る
。
ま
た
、
慧
遠
と
並
び
に
階
の
三
大
法
師
と
称
さ
れ
る

智
顕
(
五
三
人
|
五
九
七
)
と
吉
蔵
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
を
小
乗
(
低
下
)
視

し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
玄
突
の
師
で
あ
る
道
基
(
五
七
七
l
六
三
七
)
は

『
雑
阿
見
曇
心
論
』
を
講
義
し
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
を
包
摂
す
る
大
乗
の
立
場

と
な
る
。
玄
突
の
『
大
乗
阿
毘
達
摩
論
集
』
な
ど
の
翻
訳
は
、
小
乗
の
ア
ピ
ダ

ル
マ
も
「
大
乗
」
の
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
イ
ン
ド
稔
伽
行
派
の
大
乗
観
が
反
映

さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
道
基
と
玄
突
の
大
乗
観
に
つ
い

て
は
、
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
|
玄
突
と
唯
識
学
派
|
』
(
大
蔵
出

版
、
二

O
一
三
年
)
、
二
二
七
|
二
五
六
頁
を
参
照
。
要
す
る
に
、
中
国
仏
教

に
お
け
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
の
評
価
は
大
乗
↓
小
乗
(
大
小
乗
の
相
対
、
低
下

の
小
乗
)
↓
大
乗
(
小
乗
を
包
摂
す
る
)
と
い
う
変
化
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

@

P

二

九
O
八
の
「
無
惑
金
剛
」
一
一
狭
山
此
金
剛
最
後
の
学
心
、
非
不
照
理
周
尺
¥

但
企
求
而
知
、
未
能
同
如
種
智
、
容
預
而
知
。
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・

九



一
七
四
頁
)
。
要
す
る
に
、
無
惑
金
剛
も
最
後
の
学
心
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

@
金
剛
前
心
と
金
剛
後
心
は
対
と
す
る
。
金
剛
前
心
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

宋
代
で
は
竺
道
生
の
教
学
を
継
承
し
た
龍
光
寺
沙
門
宝
林
の
弟
子
、
法
宝
は

「
著
『
金
剛
後
心
論
』
等
」
(
大
正
五
0
・
三
六
七
上
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
(
南
本
『
浬
繋
経
』
の
註
釈
書
)
に
金
剛
後
心
の

用
例
が
あ
る
。

僧
亮
日
。
金
剛
後
心
、
煩
悩
尽
処
、
得
浬
繋
也
。
(
大
正
三
七
・
四
三
四
上
)

宝
亮
日
。
・
:
中
略
:
・
金
剛
後
心
、
称
一
切
智
。
転
因
字
果
、
名
為
果
性
也
。

(
大
正
三
七
・
四
四
七
下
)

そ
の
後
天
台
や
三
論
文
献
が
頻
繁
に
用
い
る
。
智
顔
の
『
四
教
義
』
に
は

「
妙
覚
地
者
、
金
剛
後
心
、
朗
然
大
覚
。
妙
智
窮
源
、
無
明
習
尽
、
名
真
解
脱
」

(
大
正
四
六
・
七
五
九
下
)
と
あ
る
。
吉
蔵
の
『
金
剛
般
若
経
義
疏
』
に
は

「
若
言
仏
身
是
常
住
法
凝
然
在
金
剛
後
心
、
此
亦
易
信
」
(
大
正
一
一
一
一
一
一
-
一

O
五

上
)
と
あ
る
。

@
「
有
惑
金
剛
L

に
は
、
六
地
終
心
以
来
、
唯
断
異
心
之
惑
、
七
地
以
上
乃
至

金
剛
、
唯
断
即
心
之
惑
と
述
べ
れ
て
い
る
。
同
文
献
の
「
五
住
地
惑
義
」
は
、

即
心
之
惑
を
無
明
住
地
と
し
、
異
心
之
惑
を
四
住
地
惑
と
規
制
し
て
い
る
。

『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
一
七
六
一
七
九
頁
を
参
照
。

@
『
華
厳
経
』
の
受
容
に
伴
い
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
(
四
十
の
修

行
段
階
)
に
仏
地
を
加
え
て
四
十
一
位
と
す
る
行
位
説
が
立
て
ら
れ
る
。
ま
た

は
、
仏
地
の
一
地
を
無
垢
地
と
妙
覚
地
の
二
つ
に
分
け
た
四
十
二
位
の
行
位
説

と
な
る
。
そ
し
て
、
十
住
の
前
に
十
信
を
加
え
た
五
十
一
位
ま
た
は
五
十
二
位

の
行
位
説
も
あ
る
。

@

p

二

九
O
八
の
教
迩
義
に
は
漸
教
と
頓
教
の
二
釈
を
述
べ
、
『
華
厳
経
』
の

七
処
八
会
・
六
忍
十
地
は
頓
教
法
輪
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
(
『
蔵
外
地

論
宗
文
献
集
成
』
、
一
四

0
1
一
四
八
)
。

@
五
忍
と
十
地
の
配
当
は
、
住
前
三
十
心
を
伏
忍
と
し
、
初
地
か
ら
第
三
地
ま

で
を
信
忍
と
し
、
第
四
地
か
ら
第
六
地
ま
で
を
順
忍
と
し
、
第
七
地
か
ら
第
九

。

地
ま
で
を
無
生
忍
と
し
、
第
十
地
の
法
雲
地
・
無
垢
地
・
妙
覚
地
の
三
地
を
寂

滅
忍
と
す
る
。

P
二
九
O
八
の
四
依
義
(
三
)
を
参
照
。
(
『
蔵
外
地
論
文
献
集

成
』
・
一
五
七
|
一
六
人
頁
)
。

@
岡
本
一
平
「
『
大
乗
義
章
』
の
思
想
形
式
に
つ
い
て
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
五
一
二
合
乙
、
二

O
O
五
年
、
六
五
六
|
六
五
九
頁
。

@
『
大
乗
義
章
』
で
は
金
剛
心
義
と
い
う
題
目
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

最
後
に
は
「
金
剛
心
義
粗
述
如
是
」
(
大
正
四
四
・
六
四
一
上
)
と
い
う
一
文

で
締
め
括
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
剛
三
味
義
は
金
剛
心
義
と
同
一
視
さ

れ
て
も
よ
い
。

⑮
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
(
偽
経
)
に
は
「
九
十
利
那
為
一
念
。
一
念
中
一
利

那
経
九
百
生
滅
。
乃
至
色
一
切
法
亦
如
是
」
(
大
正
八
・
八
二
六
上
)
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
に
は
「
問
、
相
続
仮
云
何
。
答
、
有
二

釈
。
初
云
ベ
創
割
割
出
岡
剛
刷
。
尚
自
不
固
何
能
遠
出
。
必
須
相
続
方
有
運
義
。

如
智
断
惑
知
明
除
闇
。
次
釈
云
若
解
断
惑
必
須
両
念
。
排
他
為
難
故
也
。
今
善

体
能
運
一
念
有
力
。
如
一
念
智
即
能
知
境
。
一
念
普
即
能
感
楽
不
仮
相
続
也
」

(
大
正
三
四
・
三
九
三
中
)
と
あ
る
。

@
冶
城
寺
智
順
と
僧
柔
と
の
問
答
。

間
日
、
金
剛
体
解
力
是
一
、
無
有
二
用
。
云
何
以
解
於
惑
、
能
転
則
有
力
、

於
障
独
無
功
。

答
日
、
金
剛
是
一
念
、
一
念
是
実
法
、
量
得
有
功
於
此
惑
也
。
倶
以
体
能

感
種
智
、
相
続
中
有
力
耳
。
量
可
一
念
之
中
、
責
之
治
惑
之
功
也
。

(
羽
二
七
一
-
一
一
一
一
)

⑩
こ
の
引
用
文
の
前
に
「
夫
至
寂
之
明
、
以
惑
心
為
本
。
大
覚
之
照
、
以
未
識

為
基
。
是
以
大
士
樹
徳
混
代
、
方
証
常
楽
妙
果
、
高
明
累
劫
、
方
契
我
浄
之

宗
」
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
至
寂
の
明
と
大
覚
(
仏
)
の
照
と
を
き
と
り
の
境

地
に
な
ぞ
ら
え
る
。
そ
の
逆
に
、
惑
な
る
心
と
未
識
(
未
だ
真
理
を
認
識
で
き

な
い
状
態
)
と
は
迷
い
の
凡
夫
を
指
す
の
で
あ
る
。

@
実
法
違
遷
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
撰
『
大
般
浬
般
市
義
記
』
巻
七
に
「
言
以
性
故

生
住
異
壊
皆
是
常
者
随
事
分
斉
各
自
守
性
恒
有
為
常
。
念
念
滅
故
不
説
常
者
、



於
法
分
斉
運
運
遷
滅
故
是
無
常
。
理
実
念
念
亦
生
住
異
。
拠
終
説
滅
。
是
大
浬

繋
能
断
滅
故
名
無
常
者
治
滅
無
常
有
漏
法
」
(
大
正
三
七
・
七
九
O
中
|
下
)

と
あ
る
。

@
こ
の
嘗
喰
は
『
老
子
』
「
合
抱
之
木
、
生
於
牽
末
」
か
ら
で
あ
る
。

⑬
「
衆
生
作
仏
、
仏
続
衆
生
」
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。
五
O
四
年
北
地
で
抄

写
さ
れ
た
『
法
華
経
文
外
義
』
に
も
「
又
問
、
相
続
義
云
何
」
、
「
又
問
、
衆
生

作
仏
、
仏
続
衆
生
、
浬
繋
是
仮
以
不
」
と
あ
る
。
(
方
広
錯
編
『
蔵
外
仏
教
文

献
』
第
二
輯
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
0

『
法
華
経
文
外
義
』
に
関

し
て
は
、
菅
野
博
史
「
『
法
華
経
文
外
義
』
研
究
序
説
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
五
五
(
付
)
、
二
O
O
六
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

@
P
二
九
O
八
に
は
、
「
間
意
、
若
無
明
転
、
則
変
為
明
」
、
此
為
当
就
続
中
以

弁
変
、
為
当
指
続
以
為
変
。
答
家
解
言
、
続
中
以
弁
変
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
北
周
時
代
(
五
五
六
l
五
八
一
)
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
地
論
文

献
『
融
即
相
無
相
論
』
の
「
転
無
明
以
為
明
論
第
一
二
」
で
は
煩
悩
即
菩
提
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
煩
悩
を
断
滅
し
て
無
漏
智
を
獲
得
す
る
と
い
う
漸
悟

の
理
論
で
あ
る
。
後
者
は
煩
悩
を
断
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
転
じ
て

無
漏
智
に
な
る
と
い
う
頓
悟
の
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
検
討
は
今
後

の
課
題
と
す
る
。
『
融
即
相
無
相
論
』
に
関
し
て
は
、
青
木
隆
「
敦
建
出
土
地

論
宗
文
献
『
融
即
相
無
相
論
』
に
つ
い
て
|
資
料
の
紹
介
と
翻
刻
|
」
(
『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
』
一
一
O
、
二
O
O
三
年
、
一
一
一
|
一
二
O
頁
)
に
詳
し
い
。

@
唯
識
が
説
く
「
有
漏
の
八
識
を
転
じ
て
無
漏
の
四
智
を
得
る
」
と
い
う
転
識

得
智
説
は
、
無
著
(
三
九
五
|
四
七
O
頃
)
の
創
唱
し
た
説
と
い
わ
れ
る
。
安

慧
(
五
一
O
|
五
七
O
)
・
護
法
(
五
三
O
|
五
六
一
)
の
時
代
に
は
、
前
五

識
を
転
依
し
て
成
所
作
智
、
第
六
意
識
を
転
依
し
て
妙
観
察
智
、
第
七
末
那
識

(
染
汚
意
)
を
転
依
し
て
平
等
性
智
、
第
八
阿
頼
耶
識
を
転
依
し
て
大
円
鏡
智

と
な
る
と
い
う
説
が
確
立
し
た
。
但
し
、
イ
ン
ド
、
中
国
及
び
日
本
の
唯
識
諸

家
の
見
解
は
相
違
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
は
次
の
論
考

が
あ
る
。
長
谷
川
岳
史
「
転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識
諸
家
の
見
解
l
イ
ン
ド
・

中
国
篇
|
」
、
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
七
、
一
九
九
四
年
、
一
一
一
一
|

中
国
南
北
朝
期
に
お
け
る
金
剛
心
義
の
展
開

三
七
頁
。
向
「
転
識
得
智
に
関
す
る
異
説
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
一
一

会
己
、
一
九
九
五
年
、
七
四
六
|
七
四
八
頁
。
同
「
転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識

諸
家
の
見
解
!
日
本
篇
|
」
、
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
(
入
)
、
一
九

九
五
年
、
二
人
|
四
一
頁
。
同
「
転
識
得
智
の
異
説
に
関
す
る
慧
招
の
見
解
」
、

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
一
一
(
二
)
、
五
七
五
|
五
七
七
頁
。

⑮
『
勝
霊
経
』
世
尊
、
如
是
無
明
住
地
力
、
於
有
愛
数
四
住
地
、
制
明
倒
制
到

力
最
大
。
・
:
中
略
:
・
阿
羅
漢
、
僻
支
仏
智
所
不
能
断
。
唯
如
来
菩
提
智
之
所
能

断
。
如
是
世
尊
、
無
明
住
地
最
為
大
力
。
(
大
正
一
二
・
二
二
O
上
)
。

@
無
学
と
仏
果
に
つ
い
て
、
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
の
宝
亮
説
が
あ
る
。

宝
亮
日
。
第
六
功
徳
。
以
金
剛
三
味
為
体
。
金
剛
三
昧
即
一
切
智
。
子
時

集
諦
累
尽
。
体
由
是
苦
無
常
。
苦
呆
亦
謝
。
無
学
仏
果
、
任
運
而
来
。
則

金
剛
心
時
、
始
功
用
心
満
、
名
為
学
仏
、
不
得
称
無
学
。
所
以
説
金
阿
衆

定

之

極

。

(

大

正

三

七

・

五

三

O

上

)

⑬
慧
遠
の
時
代
に
は
『
十
住
経
』
(
鳩
摩
羅
什
訳
)
、
六
十
巻
『
華
厳
経
』
(
仏

駄
駿
陀
羅
訳
)
「
十
地
品
」
、
と
『
十
地
経
諮
問
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
十
住

経
』
の
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

十
地
菩
薩
皆
満
其
中
。
醤
如
稲
麻
叢
林
。
是
諸
菩
薩
。
有
無
量
無
辺
業
。

修
習
菩
薩
功
徳
智
慧
禅
定
。
於
如
来
功
徳
智
慧
力
。
百
分
不
及
一
。
百
千

万
億
分
不
及
一
。
乃
至
算
数
嘗
職
。
所
不
能
及
。
(
大
正
一

0
・
五
一
一
一
一
中
)

ま
た
、
『
十
地
経
論
』
の
対
応
箇
所
は
大
正
二
六
・
一
九
九
下
と
な
り
、
『
華

厳
経
』
「
十
地
品
」
の
対
応
箇
所
は
大
正
九
・
五
七
四
中
と
な
る
。

⑩
大
竹
晋
「
地
論
宗
の
煩
悩
説
」
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
地
論

宗
の
研
究
』
、
二
O
一
七
年
、
一
三
七
|
一
九
O
頁
。

@
菩
薩
字
者
、
等
覚
性
中
一
人
。
其
名
金
剛
慧
瞳
菩
薩
。
住
頂
寂
定
。
以
大
願

力
住
寿
百
劫
。
修
千
三
味
己
入
金
剛
三
味
。
同
一
切
法
性
二
諦
一
諦
一
合
相
。

復
住
寿
千
劫
学
仏
威
儀
。
象
王
視
観
師
子
遊
歩
。
復
修
仏
無
量
不
可
思
議
神
通

化
導
之
法
。
是
故
一
切
仏
法
皆
現
在
前
。
入
仏
行
処
坐
仏
道
場
超
度
三
魔
。
復

住
寿
万
効
化
現
成
仏
。
入
大
寂
定
等
覚
諸
仏
二
諦
界
外
。



(
大
正
二
四
・
一

O
一
二
下
|
一

O
一一一一上)

@
地
論
教
学
の
煩
悩
説
は
四
住
地
惑
を
煩
悩
障
と
し
、
異
心
の
惑
で
あ
る
と
い

ぃ
、
無
明
住
地
惑
を
知
障
(
所
知
障
)
と
し
、
即
心
の
惑
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
煩
悩
障
を
見
道
で
対
治
す
る
と
い
い
、
所
知
障
を
修
道
で
対

治
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
池
田
将
則
[
二

O
一
七
]
前
掲
書
。
大
竹
晋

[一一

O
一
七
]
前
掲
書
。

@
小
乗
法
中
、
通
別
有
五
。
一
、
簡
聖
異
凡
。
見
道
巳
上
、
無
漏
聖
慧
、
能
破

難
壊
、
通
名
金
剛
。
二
、
簡
修
異
見
。
唯
取
修
道
対
治
無
擬
、
以
為
金
剛
、
余

者
皆
非
。
三
、
簡
上
異
下
。
如
『
雑
心
』
説
、
唯
非
想
地
、
見
修
無
擬
、
是
其

金
剛
、
余
者
皆
非
。
四
、
簡
勝
異
劣
。
如
『
雑
心
』
説
、
唯
非
想
地
、
修
道
無

擬
、
以
為
金
剛
、
余
者
皆
非
。
五
、
簡
終
異
始
。
唯
非
想
地
、
修
道
治
中
、
末

後
一
治
、
是
其
金
剛
、
余
者
皆
非
。
以
此
窮
終
、
破
障
畢
寛
、
故
偏
説
之
。

(
大
正
四
四
・
六
三
九
中
|
下
)

@
『
菩
薩
地
持
経
』
一
菩
薩
最
後
身
得
快
浄
菩
提
分
法
。
菩
提
樹
下
乃
得
満
足
菩

薩
最
後
身
。
修
三
十
七
菩
提
分
法
得
衆
相
。
離
障
三
味
金
剛
三
味
所
摂
。

(
大
正
三

0
・
九
五
人
下
)
。

@
『
金
剛
般
若
経
義
疏
』
は
吉
蔵
撰
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
註
釈
書
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
金
剛
心
義
は
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

@
崖
鈴
植
校
注
・
慧
均
撰
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
、
仏
光
社
、
二

O
O
九
年
、

一
一
一
一
一
一
|
三
三
五
頁
。

@
問
日
、
別
教
経
論
、
何
故
有
処
処
明
法
雲
之
後
、
更
有
金
剛
等
覚
。
自
有
経

論
止
明
十
地
行
満
、
便
成
仏
果
。
南
北
法
師
抑
誇
此
義
。(
大
正
四
六
・
七
五
九
下
)


